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通告による一般質問 

────────────────── 

 

○議長（白戸昭司君） ４番佐々木亮君。 

○４番（佐々木亮君） －登壇－ 

それでは、通告に従いまして、質問させていた

だきます。 

１ 北斗の街づくりに関する件。 

令和８年２月１日をもって北斗市誕生２０周年

を迎えました。 

全国的に進む人口減少社会の中にあっても本市

が力強く前進し続けるためには、既存政策の磨き

上げはもちろん、新しい試みへのチャレンジがこ

れまで以上に重要になると考え、以下に質問いた

します。 

（１）人口減少問題への取り組みについて。 

ア 不妊治療・不育治療費助成の直近の動向に

ついてお知らせください。 

イ 男女の出会い支援の今後の展望についてお

知らせください。 

（２）一次産業支援（農業支援）について。 

ア 国の食料自給率はカロリーベースで約３８ 

％であり、肥料や種子などの輸入依存等も勘案す

れば、実質数パーセントレベルとの見方もありま

す。 

そんな中、北海道の食料自給率は２００％を超

えており、国が北海道に寄せる食料供給基地とし

ての期待は年々高まっていると感じます。 

本市もその一翼を担うことになろうかと思いま

すが、農業者の担い手不足や高齢化が進む昨今、

適切な手当てがなければ現場の負担がいたずらに

増えてしまうのではないかと心配されますが、今

後の農業者に対する市の支援策について伺います。 

イ 生産された農産物が本州方面に出荷され、

高い評価を得ていることは喜ばしいことですが、

一方で地産地消も大切と考えます。 

今後の地産地消についての考え方を伺います。 

（３）北海道新幹線効果拡大への取り組み（Ｊ

リーグキャンプ誘致）について。 

ア キャンプ受け入れによる経済効果試算に

ついて。 

イ 受け入れ準備段階での課題等について。 

ウ 市内外の関係機関との連携状況について。 

○議長（白戸昭司君） 池田市長。 

○市長（池田達雄君） －登壇－ 

 佐々木議員のご質問にお答え申し上げたいと存

じます。 

北斗の街づくりに関する件についてでございま

すが、本市が誕生２０周年という大きな節目を迎

える中、少子化対策、ひいては人口減少問題への

対応は、最優先で取り組むべき重要課題であると

認識してございます。 

御質問の一つ目、人口減少問題への取り組みに

ついてのア、不妊治療・不育症治療費助成の直近

の動向につきまして、本市では、平成２８年度に

不妊治療費助成事業を、平成２９年度に北海道の

助成制度に５万円を上乗せする、不育症治療費助

成事業を開始して以来、子どもを望むご夫婦の不

安を少しでも軽減できるよう取り組むとともに、

近年は、国の保険適用の拡大や医療の高度化を踏

まえながら、支援の「切れ目のない拡充」を進め

ているところでございます。 

具体的には、保険適用後の自己負担分に対する

助成に加え、遠方の医療機関での治療に係る、交

通費や宿泊費、さらに先進医療に要する費用につ

いても助成対象とするなど、よりきめ細かな支援

となるよう、常に制度を見直しながら、支援内容

の充実に取り組んでおります。 

不妊治療費助成及び不育症治療費助成の直近の

状況といたしまして、令和４年度以降の申請件数

を申し上げますと、不妊治療費助成では、令和４

年度が４６件、令和５年度が４３件、令和６年度

が４７件、令和７年度は、１月末時点で３１件の

申請があり、本制度の助成を受けて出生した子ど

もは、毎年２０人程度となっております。 

不育症治療費助成では、令和７年度について、

本年１月末時点で１件の申請がございます。 

本市といたしましては、少子化対策の強化や、

母子保健施策の拡充に向けた国の動向、不妊治療

の保険適用範囲や先進医療の動向を注視しつつ、

通院や治療に伴う、身体的・精神的な御負担にも

十分配慮しながら、経済的な不安から治療を断念

することのないよう、支援の在り方を適切に検討



してまいります。 

御質問の一つ目のイ、男女の出会い支援の今後

の展望につきまして、本市では、人口減少問題の

一因である、少子化対策のため、結婚に至るまで

の支援にも力を入れようと、官民が連携し実行委

員会を立ち上げ、出会いとつながり創出事業を、

本年度より本格的に開始したところでございます。 

昨年９月に開催した女性限定イベントには５３名、

１０月開催の男性限定イベントには１７名が参加

し、迎えた１１月の男女混合イベントには、北斗

市内外に住む、２０代から５０代までの男女 136

名に御参加いただきました。 

参加者からは「来てよかった。こういうイベン

トが道南でもっと広まればいい。」といった声や

「月に１回ぐらいのペースでやってほしい」と

いった声をいただき、開催から１週間後に実施し

た参加者アンケートでは、お付き合いにまで発展

した、という回答はございませんでしたが、初年

度としては、及第点を得られる成果であったと自

己評価しております。 

本実行委員会は、市内のＮＰＯ法人や地域団体、

観光協会や市役所から成る組織でありますが、次

年度に向けた話し合いの中では、１００人規模の

大きなイベントを継続開催するとともに、参加者

どうしがより親密な関係に発展するよう、共通の

趣味等をテーマにした２０人程が集まるイベント

を複数回開催してはどうか、といった様々な企画

案が出ていると伺っております。 

市といたしましても、実行委員会の企画案を尊

重しつつ、官民連携による安心して交流できる場

の提供を引き続き推進してまいります。 

そして、次年度以降は、最終目的である婚姻数

の増加へとつなげることを目指すとともに、３か

年を一つの目途とし、本事業の評価と検証を実施

し、その後の在り方を検討してまいります。 

御質問の二つ目、一次産業支援 (農業支援)に

ついてのア、今後の農業者に対する市の支援策に

つきまして、国の食料自給率が低水準で推移する

なか、恵まれた自然環境のもと全国へ食料を安定

供給している北海道の食料自給率は２００％を超

えており、本市といたしましても、その一翼を担

う責任を果たしていかなければなりません。 

一方で、本市農業においても担い手不足や高齢

化に加え、現場を支えるパート労働力の不足、さ

らには生産資材価格の高騰など、現場を取り巻く

環境は非常に厳しい状況にあり、生産者の負担増

という懸念に対し、本市としても的確に対応して

いく必要があると考えております。 

本市の支援策といたしましては、第一に北斗市

地域担い手センターを核とした、新規就農希望者

への情報提供や相談体制の強化を図るほか、研修

期間中の生活支援や就農後の経営確立に向けた助

成を行い、次世代の人材育成に努めてまいります。 

第二に、基盤整備による農地集約を推進すると

ともに、労働力不足を補うスマート農業の導入を

促進し、省力化と生産性の向上を図ってまいりま

す。 

第三に、資材、燃料高騰への対策については、

これまでも国や道の助成事業への上乗せ支援のほ

か、本市独自の支援策である、施設園芸用ハウス

等導入事業補助金や農業機械等導入支援事業補助

金の要件緩和や制度拡充など、生産者のニーズを

踏まえ継続的に支援を実施してまいりました。 

今後も、生産者が安心して営農を継続できるよ

う、情勢に応じた機動的な支援策を講じてまいり

たいと考えております。 

次にイの、今後の地産地消の考え方につきまし

て、地産地消の推進は、市民への安全、安心な農

産物の提供や農業への理解促進のみならず、地域

経済の活性化に直結する、極めて重要な施策であ

ると考えております。 

本市の生産者の多くは、新函館農業協同組合に

出荷し、その後、市場や仲卸業を通じて、全国の

卸売業者や小売店舗に供給されているのが現状で

ありますが、一方で、地域のスーパーでも直売

コーナーが設置され、地元産を選択できる環境も

整っております。 

こうした中、現在進めているトマト共同選別施

設の整備にあたりましても、広域出荷の拠点機能

のみならず、地産地消を推進する施設としての活

用を検討しており、具体的には、市民の皆様に農

業をより身近に感じていただけるよう、トマトを

はじめ地元農産物のマルシェの開催や、新たなゆ

るキャラの製作などについて、新函館農業協同組



合と協議を進めているところでございます。 

現在、本市で取り組んでいる地産地消について、

具体的に申し上げますと、学校給食におきまして

は、ふっくりんこをはじめ、トマトや長ねぎなど

地元食材の計画的な活用を図るとともに、これに

合わせ、農林課が中心となり、生産者や新函館農

業協同組合、教育委員会が連携し、次世代を担う

子どもたちへの食育授業を実施しております。 

また、新函館農業協同組合が運営し、年間６万

人以上の方々が利用する直売所「あぐりへい屋」

を地産地消の拠点施設とし、旬の野菜販売やオリ

ジナルメニューの提供に取り組んでいるほか、新

函館農業協同組合青年部や北斗４Ｈクラブ等が中

心となり、小学生を対象とした収穫体験を実施し、

農業への理解促進を図っております。 

さらに、市内外で開催される各種のイベントや、

ふるさと納税の返礼品としての活用を通じ、本市

農業のブランド力を高めるなど、消費者のニーズ

を的確に捉えた販路拡大にも取り組んでいるとこ

ろでございます。 

これらの取り組みを通じ、今後も関係機関と連

携し、生産者と消費者が一体となった地産地消の

輪を広げ、農業を基軸とした活力あるまちづくり

を推進してまいりたいと考えております。 

御質問の三つ目、北海道新幹線効果拡大への取

り組み（Ｊリーグキャンプ誘致）につきまして、

本市のスポーツ合宿誘致は、北海道新幹線開業を

見据え、スポーツ合宿を通じて滞在型スポーツの

振興による交流人口の拡大を図り、市民皆スポー

ツの普及と地域経済の活性化を目的として、平成

２３年度からこの取組みを始めております。 

冷涼な気候条件や運動施設などの受入れ環境の

ほか、本市独自の宿泊費助成制度や施設利用料の

優遇措置に対し、各種スポーツ団体から高い評価

をいただき、令和４年度には、スポーツ合宿誘致

の目標値であった、年間延べ宿泊数5,000泊を達

成しております。 

令和７年度には、合宿受入れの増加による、市

民の皆様の施設利用への影響を考慮しつつ、５，

０００泊を上限として維持したなかで、消費活動

が大きく、スポーツ教室などの市民交流事業を開

催できる社会人など、新たな団体の合宿誘致に取

り組むことを基本方針として、制度の一部改正を

行ったところでございます。 

こうした中、令和５年１２月にＪリーグの開催

シーズン移行が発表され、シーズンオフ期間がこ

れまでの冬季から、令和８年度以降は６月から７

月の夏季となり、冷涼な北海道におけるトレーニ

ングキャンプの実施が想定されたため、速やかに

Ｊリーグチームのキャンプ誘致活動に取り組んで

きたところでございます。 

Ｊリーグチームのキャンプ誘致にあたりまして

は、渡島管内での広域的な取組みを目的に、渡島

総合振興局が主体となり設立された、「おしま J

リーグ合宿誘致連絡会議」による誘致活動と、本

市単独でのキャンプ先進地への視察や、市長とし

て私が自らＪリーグチームを直接訪問し、誘致活

動を実施してまいりました。 

こうした取組みが奏功し、昨年１２月、Ｊリー

グの名門チームである「東京ヴェルディ」が、本

年７月に本市においてキャンプを実施することを

決定しております。 

御質問のア、キャンプ受入れによる経済効果試

算についてでございますが、この経済効果の試算

にあたりまして、東京ヴェルディ側や、これまで

キャンプの受入れ実績のある自治体に対し、選手

の動向やサポーターの来訪状況などの聞き取り調

査を行い、本市でキャンプを実施した際の選手や

スタッフ、サポーターの宿泊や飲食、移動、商業

施設での買い物などの基礎データを推定しており

ます。 

この基礎データに基づき、本市における直接効

果を試算いたしますと、約３，２００万円となっ

ております。 

また、経済効果には、選手やスタッフ、サポー

ターが宿泊施設や商業施設などで消費する直接的

な経済効果のほかに、宿泊施設などでの仕入れや

清掃、そこで働く従業員の所得増加などの間接的

な経済効果があり、これらを合算した経済波及効

果を、総務省が公表している、経済波及効果簡易

計算ツールを用いて算出いたしますと、約５，０

００万円となっております。 

次にイの、受入れ準備段階での課題等につきま

して、昨年７月と１０月に、東京ヴェルディのス



タッフが本市で視察を行った際、運動公園フット

ボール場の天然芝コートやクラブハウス、また、

冷涼な気候条件に対して大変高い評価を頂いた一

方で、キャンプ誘致の協議の中では、フットボー

ル場や総合体育館などの設備や用具、宿泊施設で

の対応などについて、様々な要望がございました。 

こうした要望に対しまして、施設管理者や宿泊施

設とひとつひとつ丁寧に調整を行い、東京ヴェル

ディと協議を行ってまいりました。 

このような、施設や受入れ環境の課題のほか、

本市が取り組むべき最重要課題は、キャンプ実施

による市内での新たな消費活動を誘発し、佐々木

議員のご質問にございましたように、経済波及効

果を最大化させる取組であると考えております。 

この課題を達成するため、本年１月に宮崎県都

城市において、東京ヴェルディがキャンプを実施

することを受け、職員を現地に派遣し、キャンプ

により創出される消費活動の調査、把握に努めて

まいりました。 

その上で、本市を訪れるサポーターへ向けた、

体験観光や宿泊プランなど、新たな消費活動を誘

発する取組みが重要であることから、観光協会と

協議を進めているところでございます。 

次にウの、市内外の関係機関との連携状況につ

きまして、まず、市外関係機関との連携といたし

ましては冒頭で申し上げましたように、渡島管内

での広域的な誘致を行うため、渡島総合振興局が

主体となって設立した、「おしまJリーグ合宿誘

致連絡会議」で、キャンプ先進地への視察や、本

市を含む渡島管内市町で連携、協力しながら視察

受入れを行っております。 

また、市内関係機関との連携につきましては、

より充実したキャンプとするため、行政のみなら

ず、市民や関係団体、地元企業が一体となり、地

域を挙げてキャンプ受入れ、おもてなしが必要で

あることから、市民の機運醸成への取組み、市内

団体や企業との協力体制の構築を進めているとこ

ろでございます。 

本市のまちづくりを進めるにあたり、人口減少

問題や一次産業支援、北海道新幹線効果の拡大は、

重要な課題であり、こうした課題への対応を含め、

未来を見据えた施策の実施に、引き続き努めてま

いりたいと存じます。 

以上で、佐々木議員のご質問に対するお答えと

いたします。 

○議長（白戸昭司君） ４番佐々木亮君。 

○４番（佐々木亮君） 再質問に先立ちまし

て、市長就任おめでとうございます。 

前回の質問の最後にもお話したんですけど、市

長の経験した方じゃないとわかんないけど身体的

だとか精神的なやつ、苦痛といいますか負担があ

るとは思ってます。 

引き続きですね、北斗市を強く経営していただ

く上でも、御自愛頂けたらと思っております。 

今回の一般質問ですけど、通告の期限の関係

上、さきの選挙公報の公約の内容と過去の僕の一

般質問をベースに構成させてもらってます。 

昨日、令和８年度の執行方針出てましたんで、

かぶる内容も多くありますんで、そんなに深く聞

くつもりはありませんけども、逆に広く浅く聞か

せてもらったなということは、あらかじめ御理解

頂きたいなと思ってます。 

１点目の人口減少の問題、内容は分かりまし

た。 

令和５年第２回の定例会の一般質問の中で、人

口減少問題への取組として中長期的に計画されて

る事項はないか確認させてもらいました。 

そのときも話したんですけど、幅広い子育て支

援ですとか、少子化対策事業、この中でも不妊治

療と、出会いの場の創出、これは結婚出産につな

がりうる事業だと思ってまして、根本療法的な側

面があるなというふうに思ってます。 

市長も御答弁の中でありましたけども、１０

０％結婚、出産につながるとは言い切れないかも

しれないですけども、根気強く続けていただきた

いなと思ってます。 

数字頂きまして、不妊治療の数字、４０名前後

で推移されてまして、例年２０名ぐらいの出生が

あったという話伺いました。 

それを見ると昨年１６７人出生してるうちの、

多分計算合ってるかどうかわかんないけど、１

５％ぐらいが、この制度によって御誕生されてる

ということですんで、引き続き粘り強くという

か、支援を続けていただきたいなというふうに



思って聞いてました。 

あと、出会いの場に関しても状況分かりました

ので、これも引き続き継続していただきたいなと

いう要望を込めてこの質問は終わります。 

２点目以降の質問に移らせていただきます。 

一次産業について伺ってました。１番の支援の

内容に関してはおおむね理解しました。 

令和７年の市政執行方針にもあったんですけ

ど、令和８年にもありましたけど、施設園芸用ハ

ウス導入補助金ですとか、あと農業機械の導入補

助金、これは短期的な目標というか、そういうの

に近い事業なのか、戦略なのかなと思ってます

し、あとトマトの拠点施設ですとか、圃場整備事

業、これは持続可能な農業をという意味での中、

長期的な戦略だというふうに思ってます。 

その上で、ハード面の整備も当然大事なんです

けども、人的支援ですよね、労働者の確保。これ

もまた同様に大事な要素だとは思ってます。 

ここでちょっと一点質問になるんですけども、

令和３年第１回の定例会の一般質問、移住定住施

策、施策に関する件の（２）、北斗市の一次産業

の現状課題と今後の重点施策についてという質問

をさせていただきまして、その中で、新規就農者

と耕作放棄地のマッチングについてどういうふう

に思いますかという御意見を求めました。 

そのとき、当時の農林課長の答弁で、技術的に

未熟な新規就農者に、耕作放棄地での営農はあま

り勧められないという見解を頂きまして、当時僕

も質問してて、そのとおりだなと思ってました。 

ただ、それから５年たって、国内外で情勢いろ

いろ変わってきてる中で、国もその生産力を高め

るように北海道のほうに要求が出てきて、期待感

が感じられているんですけども、その上で２点

ちょっと教えてもらいたいんですけど。 

１点目、北斗市の現在の耕作放棄地の面積の割

合というか、分かる範囲で結構なんでお答えいた

だきたいなと。 

２点目、新規就農者促進の対策、この事業の過

去３年ぐらい、直近、何年でもいいんですけど分

かる範囲で、どれくらいの方が新規就農された

かっていう人数をお知らせください。また可能で

あれば今後、その方向性、強化策とかありました

ら、併せてお伺いしたいと思います。 

○議長（白戸昭司君） 野津農林課長。 

○農林課長（野津功君） 佐々木議員の御質問

にお答えいたします。 

すいません、耕作放棄地、遊休農地のほうは農

業委員会管轄なものですから、私のほうで把握し

てませんでしたので、農業委員会のほうからお答

えさせてもらえればなと思います。 

新規就農者の人数でございますが、例年、相談

というものがまず新規就農者で来ているところが

まず現状でございます。 

今年度につきましては、今時点で６件の方が窓

口のほうに相談に来て、新規就農相談をされてい

るような状況でございます。 

そのほか、令和６年度については３件という形

になってございます。 

直近の新規就農者の動向につきましては、現在

研修しているものが１名おります。令和８年の４

月から就農する者が１名ということで、北斗市合

併してから、今のところ、研修生も含めると就農

している方で言いますと１９名という形になりま

す。 

来年度２人就農となりますので、２１名が今現

在の新規就農の実態という形となってございま

す。 

以上です。 

○議長（白戸昭司君） 野田農業委員会事務局

長。 

○農業委員会事務局長（野田広樹君） 佐々木

議員の御質問にお答えします。 

北斗市の今直近の荒廃農地というか、我々のほ

うでいうと遊休農地という言い方をしますが、現

在３２．１ヘクタールで、北斗市の耕地面積が

４，２４０ヘクタールということになりますの

で、約０．７５％の比率ということになっており

ます。 

以上でございます。 

○議長（白戸昭司君） 野津農林課長。 

○農林課長（野津功君） すいません、失礼い

たしました。 

佐々木議員の質問の中で強化策という話がござ

いました。 



これまでも新規就農者に関しては、国のほうも

力を入れているということもございまして、青年

等就農資金ということで年間１５０万円の支援と

いう形のものを行っているところでございます。 

それに対しまして、市としても年間１５０万円

というのではちょっと足りないんじゃないかとい

うところもありますので、それに上乗せの支援を

しているというのもございますし、あとは当市の

農業をしてもらうということで短期研修に関する

助成、さらには短期研修に関わる交通費の支援、

さらには受入れ農家に対しての受入れ農家への謝

礼という形などを行っておりますし、あとは対外

的なＰＲというところでございまして、現在マイ

ナビといろいろお話をしてまして、既にもうマイ

ナビのホームページに掲載しているんですが、

ホームページ、サイトを活用したりとか、マイナ

ビのインスタ及びフェイスブック等に期間中載せ

てもらうというような取組をして、市の農業をＰ

Ｒしているとこでございます。 

以上です。 

○議長（白戸昭司君） ４番佐々木亮君。 

○４番（佐々木亮君） 人数等々分かりまし

た。耕作放棄地に関しては、思ったより少ないな

と思って、安心して聞いておりました。 

新規就農の方は２０名前後ですね。これも

ちょっと多いか少ないか僕も分からないですけ

ど、印象的には意外といらっしゃってくれてるん

だというふうに思って安心しましたし、いろんな

支援をやってくれるというのも分かっててそれを

そうしているのかなというふうには思ってます。 

今後、多分国としても北海道に食料供給基地と

しての役割求めてるわけですから、何らかの国の

追加支援みたいなのも出てくるとは思いますけ

ど、それプラスアルファでできる支援をしていた

だけたらなというふうに思って聞いておりまし

た。 

地産地消のほうに移りますけども、これも令和

３年第１回定例会の、さっきの一般質問の（３）

で、北斗市における米、野菜魚介類等の地産地消

の割合についてというのを伺いました。 

そのときの状況を聞きました。当時の時代背景

を考えますと、コロナ禍で一時需要と供給のバラ

ンスが崩れたところがあって、食品ロスが出てい

た時期だったと記憶してます。 

今後起こりうる大規模災害ですとか、それに

伴ったインフラのストップ、こういう影響を鑑み

て、今から地産地消力を高めていったほうがいい

んじゃないかという観点でその当時質問させてい

ただきました。 

直近でいうと、２月５日の道新のトップで、東

北大雪物流困難という記事が出てまして、内容と

しては、本州と北海道を結ぶ貨物列車が１月２８

日以降全ての運行を中止したと。２月４日午後５

時までの運休は２１９本、それによって書籍です

とか農産物の物流の影響を受けたということが書

かれておりました。 

その上で話を地産地消に戻すんですけども、地

産地消力を高めていくためには幾つかの視点があ

るのかなと考えております。 

まずは当然、安定した生産能力等、出荷能力。

これはもちろんのこと、あとは地場の流通のイン

フラや、販売インフラ。要は買物をできるところ

の場所が必要なのかなというふうに思ってます。 

多くの農家は市長の答弁にもありましたとお

り、農協に出荷して後全国に出荷されるっていう

ふうに思っておりますし、一部は地元のスーパー

に並ぶことになっておりますが、ここでちょっと

質問というか提案になるんですけど、直近でいう

と、飯生地区でスーパーがなくなってしまいまし

て、行き交う人に本当に買物困ってるんだよねと

言われるんです。 

先ほどの地産地消力を高めるための、買物でき

る場所、あとは物価高の問題、食品ロスのことも

絡めて、１個提案したいんですけども、自分でも

ハードル高い提案だなと思ってるんですけど、こ

れいかがでしょうかっていうことをしゃべらせて

いただきたいんですけど。飯生地区に限らずなん

ですけど、既存の建物があると思うんですよね。 

そこに例えば農家でハネモノ野菜とかってある

と思うんですけど、そういったものをちょっと集

めていただいて、建物を新しく作るってわけにい

かないんで、既存の建物を一角お借りして、例え

ばそこで週に１回でも２回でもいいし、やっても

らうっていうことができたら買物難民の人も少な



からず助かるでしょうし、地元の食材も食べれる

しということができるのかなと思ってます。 

生産者からすると、ハネモノだとかを選別する

コストですとか、輸送コストですとか、あと、販

売となったらそれの業務を誰が担うとか、いろん

な課題はあると思いますけども、形にこだわら

ず、様々な資源をつなぎ合わせてこういうことを

企画するということに関して、率直にどのように

思われますかということを伺いたいと思います。 

○議長（白戸昭司君） 野津農林課長。 

○農林課長（野津功君） お答えいたします。 

議員からの御提案についてはとてもすばらしい

取組かなという形で考えてございます。 

また議員おっしゃるとおり、様々な課題という

ところがあるところではございます。先ほど言っ

たとおり、ハネモノ、規格外の野菜をどうするか

というところもございますし、そもそも規格外の

野菜があまり出ないというものもございますし、

あとはシーズン等もございます。 

それらも含めて、いろんな課題はあるかなと思

いますが、先ほど市長の答弁を申し上げましたが

トマト共同選別施設のほうも令和９年から新しく

なるというところで、そこではやはりトマトです

ので、どうしても規格外のトマトというのが出て

くるというところでございます。 

今までだと、選別をしてそのあと生産者に返し

ているというところになって、結局、お金になっ

てないというところが現状ございますので、そう

いう規格外のトマトとかを、例えば定期的にトマ

トの共選所のエリアのところを使って、市民の

方々に来てもらって買っていただくという形の取

組もできますし、昨年はスポーツの集いのときに

はたしかハネモノ野菜というのを農協のほうで、

ハネモノと言い方は失礼ですけど、規格外野菜と

いうものを売ったりとかさせていただきました

し、あと現在社会福祉協議会のほうからも一つ御

提案ありまして、３月下旬に保健センターのほう

で、規格外の野菜を使った地域交流イベントなど

を開催したいということを考えていて、それも北

斗市野菜生産出荷組合のほうに規格外の野菜など

を提供していただけないかという御相談というの

もあったということもお聞きしてございます。 

今申し上げたとおり、様々な取組を今現在やっ

ていることもありますし、これからやろうという

ことも考えてございますので、その中の一つとし

て飯生地区に限らず、困っている方々のところに

提供できるような取組として、今後も農協とは話

を詰めていかないと駄目かなとは思ってますし、

また生産者の声というのも聞いていきたいなと

思ってございますので、十分検討していきたいな

と思ってございます。 

以上です。 

○議長（白戸昭司君） ４番佐々木亮君。 

○４番（佐々木亮君） 今の課長からの御答弁

聞いて、いい取組が出ているんだなというふうに

考えて聞いてました。 

この件に関しては分かりました。 

もう１点確認、関連して質問させていただきた

いと思います。 

地産地消の取組ですとか、ブランド化による中

央の売り込みですとか、あとは北斗市の食の可能

性、こういった観点から見たときに、今後出てく

るのが、やはりこの六次化産業っていうのはやっ

ぱり肝なのかなというふうに思ってます。 

ただ、令和６年度の予算、六次産業化支援事業

経費１，０００万円に対して決算では、多分執行

されなかったんじゃないかなというふうに記憶し

てます。 

あと、先日の補正でも、令和７年の六次産業化

の予算も執行されてなかったんじゃないかなとい

うふうに思って見てました。 

ここで１点質問になるんですけども、執行がな

かったその要因っていうのを、様々あるとは思う

んですけども、どのように分析されているのか。 

六次化するのに、もうそもそも人がいないんだ

よっていうパターンもあるかもしれないですし、

いいアイデアが浮かんでこなかったというのもあ

るかもしれないです。 

あとは、要は補助額自体が全く足りてないって

いう要因もあるかもしれないですし、市のＰＲも

少なかったというのもあるかもしれないです。 

ここら辺どのように分析しているのか、そして

今後どのような方向性で進んでいくかというお考

えもあわせてお伺いしたいと思います。 



○議長（白戸昭司君） 野津農林課長。 

○農林課長（野津功君） 佐々木議員の御質問

お答えいたします。 

議員おっしゃるとおり、令和６年度については

執行がなかったというところでございます。令和

５年度からスタートしましたこの事業につきまし

ては、令和５年度につきましてはトマトジュー

ス、及びジビエの加工処理施設という形で活用さ

せていただきました。 

令和７年度については１件採択になったという

ことがありましたが、年度内での完了ができな

かったことから次年度に繰越明許という形で予算

を計上させていただきました。 

執行が少ない要因というところでございます

が、その前にまずＰＲのところにつきましては、

まず春に生産者に対して、まず農協を通じて生産

者に対して周知、さらには、各生産者部会でのＰ

Ｒ。さらにはそれでも申込みがなければまた秋に

御案内という形で、今現在その生産者に対して直

接声をかけるなどのことはなるべくやっているつ

もりではございますが、やはり生産者のほうも、

これを使いたいなというとこで考えたときに、い

ろいろと必要な書類、あとは自分のビジョンとい

うものは明確に考えてないで、ある程度、その時

はやりたいという形で考えているんですが、その

あといろんな事務の事務処理、さらには詳細なス

ケジュールと等々の打合せをしていくうちに、生

産者がやはり忙しいということになって、次年度

でいいやという形でずれていくということがある

かなと思っております。 

さらには六次産業化ですのでその部分に関して

の加工なりなんなりというところにすると人手の

ところがどうなのかというところもございます。 

この事業に関しては、やはり農産物の付加価値

をつけるための事業としてはとてもすばらしい事

業かなと思っておりますので、どんどん進めてい

きたいなというところでは思ってございます。 

スタートして３年というところで、まだまだＰ

Ｒしていく必要があるかなとは思っております。 

一応補助対象も幅広くという形で現在やってご

ざいますので、これからも生産者等の集まり等に

出席することがございますので、その時はこの辺

のお話をしながら、それこそ補助額についてどう

なるとか、あとこういうのはどうだというところ

の要望等をいろいろ聞きながら、もし改善できる

とこがあるんであれば改善していきたいなという

形で考えてございます。 

以上です。 

○議長（白戸昭司君） ４番佐々木亮君。 

○４番（佐々木亮君） 申請がある中で先に進

まないっていうようなことも伺ったと解釈してお

ります。 

せっかく予算立てしてますんで、いいものつ

くっていただければそれにこしたことはありませ

んので、できる限りバックアップっていうものを

今後進めていただきたいなっていう要望でこれは

終わります。 

もう１点質問になるんですけど、地産地消の強

化の一方で、またちょっと話が戻ってしまうんで

すけど、やはり食料供給基地としての役割も考え

ていかなきゃいけないのかなというふうに思って

ます。 

そのときに大切な要素がやっぱり鉄路の維持っ

ていうのはどうしても出てくるんじゃないかなと

いうふうに思ってました。 

令和７年第２回定例会の一般質問で複数の議員

からいさりび鉄道の自治体負担に関する質問があ

りました。 

それらの質問に対する市長の答弁の一つとし

て、鉄路は国が責任を持って維持していくものが

本来の姿であろうという御発言がありました。 

これは私も全く同感です。戦中戦後、国が鉄道

を運営していたわけですけども、当然ですね国の

強いインフラ維持、そのために国鉄っていうのが

あったと思っています。 

今、現在民間に移行しているわけですけども、

国が北海道を食料供給基地と位置づけるんであれ

ば、食料安全保障の観点からいっても、やっぱり

ここは国もそれなりの姿勢で臨んでくれるのが筋

だろうと私は思っております。 

改めて市長の見解を伺いたいと思います。 

○議長（白戸昭司君） 土手企画課長。 

○企画課長（土手貴志君） 佐々木議員の御質

問にお答え申し上げます。 



この鉄路の維持というのは、前回の議会でも市

長答弁でも申し上げましたけども、単なる旅客の

輸送だけではなくて、貨物、要は食料供給基地で

ございますので、北海道のみならず日本全体の言

わば生命路線といいますか、鉄路だと考えており

ます。 

国のほうでも、この貨物の在り方ということで

有識者会議のほうを開いておりまして、その中の

中間報告というところでは、北海道新幹線の札幌

開業までの地元自治体の並行在来線の扱い、これ

に関する結論、これも見ながら鉄路に関しては考

えていきましょうと。 

要は並行在来線、沿線自治体が鉄路としてはも

う要りませんよと、残しませんよと言えば、国が

その鉄道を残していかなくちゃいけないので国と

しても考えていかなくちゃいけないということだ

と思うんですけども、いかんせん札幌開業までの

時期が２０３８年度末頃になるかもしれないと、

ちょっと先になったということもありまして、北

海道が事務局をやっております、この並行在来線

の協議会のほうも今後の見通しというのがちょっ

と先送りになって、これが鉄路として残すものな

のか、違う交通機関に転換していくのかっていう

のがまだ結論が出ていないというのも相まって国

としても、まだ結論を出しきれてないというのが

現状ですが、地元自治体としては先ほども申し上

げましたように国が責任を持ってといいますか、

こういった貨物路線として残していただきたいと

いうのは、今後もいろんな場面で主張していきた

いと考えています。 

以上でございます。 

○議長（白戸昭司君） ４番佐々木亮君。 

○４番（佐々木亮君） はい、分かりました。 

一次産業だけじゃないでしょうけど、人手不足

がある中で、今回ちょっと農業支援ということで

伺いました。 

ただつくったものを、今鉄路の話もしましたけ

ど、陸上のトラック輸送にしても、ドライバーが

少なくなって、かつ燃料費が高いとかという状況

で、なかなか物流も一筋縄ではいかない状況。 

その中で、昨日３日の新聞でホルムズ海峡の封

鎖みたいな話も出て、テレビのワイドショーベー

スですけども、もしかしたら中・長期的にこれが

なったときにまたガソリンが２００円、３００円

になるんじゃないかという予想も出ているような

ことを昨日見てました。 

そういうことを考えると、北斗市の役割ってい

うのは、本州に物を送るっていうのも当然ありな

がらも、地場で回すっていうことをやっぱり同時

に考えていく必要があるのかなと思って今回この

質問させていただきました。 

地産地消力を高めていくことって極めて重要だ

と思いますんで、様々な角度から施策を練ってい

ただけたらと思いましてこの質問は終わります。 

Ｊリーグキャンプのことに関しての質問に移ら

せていただきます。 

東京ヴェルディが来るということで、僕はもと

もとサッカー少年じゃなかったんで、あまりサッ

カーのこと詳しくないんですけど、でもそんな私

ですらＪリーグの東京ヴェルディというと、三浦

知良選手ですとか、ラモス選手ですとか、部長た

ちもどはまりの世代だったのかなと思いますし、

そういう名門チームがいらっしゃるってことは非

常に歓迎するべきことなのかなと思ってます。 

キャンプまだ始まってるわけじゃないですけ

ど、今後複数年になるんですかね。 

ここら辺、どういう契約なのかもし分かればお

答えいただきたいと思いますけども、少なからず

単年度ではないとは思ってますし、この１年目に

どうやって乗り切るかっていうのも、極めて重要

なのかなというふうに思ってます。 

１点質問なんですけど、受入れの課題の中でい

ろいろな設備の整備みたいな話もあったと思いま

す。追加でいろいろものを整備したりとかってい

うのも今後発生するのかもしれないですけども、

そこら辺ちょっとどういう内容なのか、別に金使

うのは駄目と言ってるわけでもないし、整備する

ものは必要ですし、１回整備したものは行く行く

は市民に還元されるものもあるとは思ってますん

で、そこら辺の内容がもし分かればお伝え頂きた

いと思います。 

○議長（白戸昭司君） 脇観光課長。 

○観光課長（脇康幸君） 佐々木議員の御質問

にお答えします。 



まずヴェルディの合宿、単年か複数年なのかと

いうことなんですけども、まず今年度、初年度の

合宿ということで、一応、その結果次第では、複

数年になるかなということも考えてはおりますけ

ども当初、合宿誘致の中でも１回キャンプ地を決

めたら複数年実施したいというのが各クラブの方

針だそうなんで、まず今年の合宿、これを受入れ

体制万全でやっていければなと思っております。 

あと、施設の課題に関しましてはフットボール

場、うちのフットボール場令和２年にできまし

て、全体的な施設的にはクラブ側からもそんな大

きな要望はなかったんですが、小さな要望です

ね。例えばラグビーポールの穴のちょっとした段

ですとか、そういうのも修正ですとか、あとは合

宿練習中の撮影用の例えば高い場所が欲しいだと

か、やぐらの設置だとかそういう小さな要望はあ

りますけども、大きな施設の改修につながるよう

な要望等は今回出てございませんでした。 

以上でございます。 

○議長（白戸昭司君） ４番佐々木亮君。 

○４番（佐々木亮君） はい、分かりました。 

期待しかない事業なのかなというふうには思っ

て見てますんで、限られた時間、準備まであると

思いますけどいろいろと、煮詰めていただきたい

なというふうに思ってます。 

もう１点質問なんですけど、これはお答えでき

る範囲で結構なんですけど、せっかくの機会なん

で、恐らく行政側としてもいろんなイベントみた

いなものを考えているとは思います。何かの資料

に書いていたかもしれないので、重複になるかも

しれないけど、３点ほど確認したいんですけど、

地域の住民、子供たちを対象にしたサッカー教室

なんか見たような気もするんですけど、これ企画

されていてどういうふうになるかっていうのを教

えてもらいたいのが１点。 

あと２点目、同時期に函館が大宮アルディー

ジャ、七飯が川崎フロンターレ、多分同時期に来

られると思うんですよね。プレシーズンマッチっ

ていうんですかね。要は練習試合。こういうのも

あるのかなっていうふうに想定しているんですけ

ど、それは北斗市の運動公園でやってもらった

ら、それはいいよねって期待もあります。 

これ、相手方があることなんで、何とも言えな

いでしょうけども、可能であればそういうものも

引っ張ってこれたらそれはいいなと思ってます。 

３点目、もしそういうイベントができたら、前

回の質問でも話をしたかもしれないけども、ス

ポーツと食とのコラボっていうのは僕はすごい有

意義だと思ってます。 

どういう形で北斗市でそういうものが開催され

るか分かりませんけども、市内の業者、例えば出

店してもらって、イベントを盛り上げてもらうと

か、そういうこともできるのか、考えているの

か、分かる範囲、お答えできる範囲で教えていた

だきたいと思います。 

○議長（白戸昭司君） 脇観光課長。 

○観光課長（脇康幸君） 佐々木議員の御質問

にお答えします。 

まず、読売ヴェルディ合宿に来てのイベントの

関係なんですけど、まず子供向けのサッカー教室

等の市民交流事業に関しましては、クラブ側に対

しても市のほうからお願いしておりますし、クラ

ブ側も地域貢献として実施したいという声を頂い

ておりますので、詳細につきましてはまだ実際ト

レーニングキャンプの日程が決まってませんの

で、詳細が決まり次第、内容について詰めていけ

ればなと考えております。 

同時期、函館、七飯で同じくＪリーグの合宿が

入るということで、それの練習試合、トレーニン

グマッチですね。これの可能性に関しましては、

実際、今までも沖縄ですとか宮崎のキャンプ地で

は、複数チーム集まってトレーニングマッチ開催

して、市民ですとかサポーターの方を受け入れて

おります。 

そして今回渡島地域に３チーム入るということ

で、同じようにこれもトレーニングマッチ開催可

能でございまして、時期だとか場所に関しては、

まだ各クラブの日程が決まっておりませんので、

はっきり言えませんが、もしトレーニングマッチ

やるんであれば、ぜひ北斗市で開催してもらいた

いということは、クラブのほうにもお願いはして

おります。 

そして三つ目、こういうトレーニングマッチで

すとかサッカー教室時のイベントなんですけど



も、議員おっしゃられたように、スポーツと食の

コラボ本当に必要だなと思っておりまして、ただ

サッカー教室だとかトレーニングマッチ開催する

だけじゃなくて、本当地域をさらにＰＲするつも

りでこういう食だとか、各種イベント、一緒にコ

ラボしながら開催していければなということで考

えております。 

以上でございます。 

○議長（白戸昭司君） ４番佐々木亮君。 

○４番（佐々木亮君） はい、分かりました。 

初年度で好印象を与えていただけるような、企

画運営を期待したいなと思っております。 

質問は終わるわけですけども、１９９３年、Ｊ

リーグ発足時にその年の最優秀選手賞、三浦知良

さんが選ばれて、授賞式で大きい風船がぱっと出

てきたっていう印象が僕すごくあったんですね。

そのクラブが来るっていうことで、期待がありま

した。 

市長も出迎えの式典で風船から出てくるぐらい

の勢いで盛り上げていただいて、いずれにしろ成

功裏に終わることを祈念しまして、質問を終わり

たいと思います。 

ありがとうございます。 

○議長（白戸昭司君） ２０番新関一夫君。 

○２０番（新関一夫君） －登壇－ 

それでは、通告に従いまして、質問させていた

だきます。 

１ 投票率向上に関する件。 

本年、年明け早々に北斗市長選挙と衆議院議員

総選挙がありました。 

残念ながら、今回の投票率も決して高いもので

はありませんでした。 

近年、各級選挙において本市の投票率が低いこ

とが話題になっています。 

私は、令和３年第３回定例会において、「七重

浜こども園」の投票所閉鎖に関し、投票率向上の

ための方策について質問していますが、最近の低

投票率を改善すべきとの思いから、以下何点かお

聞きします。 

（１）過去３回の北斗市長選挙・北斗市議会議

員選挙の投票率について、お知らせください。 

また、知事・道議・衆議院議員総選挙（小選挙

区のみ）については、全道の過去３回の投票率に

ついても併せてお知らせください。 

（２）選挙管理委員会から投票所別の投票率が

示されていますが、近年、期日前投票が増えてき

ています。 

このたびの北斗市長選挙でも約４割の方が期日

前投票を行っています。 

この期日前投票を各投票所に割り振った投票結

果をお知らせください。 

（３）北斗市民にとって身近な選挙である北斗

市長選挙が、５割を下回る投票率であったこと

に、選挙管理委員会としてどのように捉えている

かお知らせください。 

（４）直近の２回の選挙で、投票率向上のため

に選挙管理委員会が行ったことについてお知らせ

ください。 

（５）今後、投票率向上のためにどのような方

策を考えているのかお知らせください。 

２ 第３期池田市政の重点施策に関する件。 

去る１月２５日投開票の北斗市長選挙において

池田氏が当選され、ここに３期目の池田市政がス

タートしました。 

この質問提出時点では、市長の市政執行方針を

お聞きしていませんが、次の点についてお聞きし

ます。 

市長は２期８年にわたり、基金残高を維持し、

債務を圧縮してきたことは称賛に値すると思いま

すが、人口減少を背景に国からの交付金の減額、

扶助費等の義務的経費の増嵩が見込まれる中、こ

れからの行政運営において、「選択と集中」を進

めるとしています。 

この「選択と集中」について、主にどのような

分野で行おうと考えているのかお知らせくださ

い。 

○議長（白戸昭司君） 池田市長。 

○市長（池田達雄君） －登壇－ 

 新関議員の御質問にお答え申し上げたいと存じ

ます。 

１点目の、投票率向上に関する件につきまして

は、選挙管理委員長より答弁いたしますので、私

からは、２点目のご質問にお答え申し上げたいと

存じます。 



２点目の、私が担わせていただく、３期目の市

政の重点施策についてでございますが、御質問に

ございます「選択と集中」につきまして、「事業

の選択と集中」は、市民サービスの向上と財政運

営の効率化を図るための手段として重要視してき

たところであり、私が市長に就任した１年目から

これまで、毎年の市政執行方針において、市政の

基本方針の一つとして言及してまいりました。 

その成果の一端として、私が市長に就任して以

来、基金残高は目標の１００億円を維持してきた

ところであり、地方債残高についても約165億円

ございましたが、令和７年５月末時点において、

約１２２億円まで減らしております。 

しかし、今後の財政見通しでは、人件費や扶助

費といった義務的経費のほか、物価高騰等に伴う

物件費、公共施設の老朽化に伴う修繕や更新費用

の増加が見込まれているほか、新聞報道等でも複

数の道内自治体の厳しい財政状況に関して、目に

する機会が増えてきております。 

「事業の選択と集中」については、「限られた

財源や資源などの配分を見直すことで、市民サー

ビスの向上や行政運営の効率化を図ること」と認

識しており、本市においても引き続き進めて行く

必要があるものと考えているところでございま

す。 

質問の主旨でございます、今後、主にどのよう

な分野で「事業の選択と集中」を進めて行くかと

いうことにつきましては、現在、主に４つの分野

において進めて行く考えでございます。 

一つ目は、「公共施設の統廃合の検討」です。 

市では多くの公共施設を保有しており、中に

は、建築年次が古い建物も多く、施設の老朽化が

年々進行しております。 

そのため、施設の延命化を図るための修繕料の

ほか、改修に要する工事請負費については、物価

高騰が続く中にあって、将来的に大きな負担とな

るものと認識しております。 

老朽化比率や施設の稼働率等を考慮し、人口規

模に見合った施設の在り方について検討してまい

ります。 

二つ目は、「使用料・手数料の見直し」です。 

一部の使用料・手数料を除き、そのほとんどに

ついては、平成18年の旧町合併以降、改正される

ことなく現在に至っております。 

利用者負担とかかる経費の差が拡大しているこ

とから、受益者負担の原則に基づき、令和８年度

中に見直しに向けた検討を進め、令和９年度から

新たな使用料・手数料を設定してまいりたいと考

えているところでございます。 

三つ目は、「高齢者サービス検討会議」の設置

です。 

高齢者への支援として「ふれあい入浴券交付事

業」、「高齢者運転免許証自主返納支援事業」、

「老人医療費給付事業」などを実施しております

が、高齢化が進む中にあっては、社会参加の促進

による介護予防の推進や健康寿命を延ばすための

取組が、一層求められているところでございま

す。 

そこで、新年度では高齢者支援制度の一体的な

見直しを図るため、「高齢者サービス検討会議」

を設置し、市民の皆さまにも参加いただき、より

よいサービスの検討を進めてまいります。 

四つ目は、「ＤＸ（デジタル技術）の活用」で

す。 

市民サービスの向上と行政の効率化を目的に、

これまでもデジタル技術の活用を積極的に進めて

きたところでございます。 

令和８年度においては、コンビニ交付での証明

書発行メニューに、新たに所得証明書を加えるこ

ととしたほか、「書かない」「待たない」円滑な

窓口業務の実現を図るため、証明書発行手続きの

簡素化と待ち時間の短縮につながる、証明書交付

申請端末を市役所本庁舎と七重浜支所に設置して

まいります。 

以上で、新関議員のご質問に対する、私からの

お答えといたします。 

○議長（白戸昭司君） 種田選挙管理委員会委

員長。 

○選挙管理委員会委員長（種田信二君） －登

壇－ 

新関議員の選挙管理委員会所管のご質問につい

て、お答え申し上げたいと存じます。 

１点目の投票率向上に関する件についてでござ

いますが、一つ目の、過去３回の北斗市長選挙・



北斗市議会議員選挙の投票率につきまして、選挙

戦となった過去３回ということで申し上げますと、

市長選挙は、平成２２年が６０．６５％、平成３

０年が４９．８６％、本年が４８．８１％となり、

市議会議員選挙は、補欠選を除いた選挙戦という

ことで申し上げますと、平成２３年が６３．８

１％、平成２７年が５７．４９％、平成３１年が

５７．４７％となっております。 

また、知事・道議・衆議院小選挙区選出議員選

挙について、知事選挙は、平成２７年が本市５６．

２２％、全道平均５９．６２％、平成３１年が本

市５３．９２％、全道平均５８．３４％、令和 

５年が本市４９．８１％、全道平均５１．７０％

となっております。 

道議選挙は、平成２３年が本市５７．９１％、

全道平均は選挙戦のあった市町村の平均となりま

すが５８．８７％、以下同様に、平成２７年が本

市５６．０６％、全道平均５８．６１％、令和 

５年が本市４９．６７％、全道平均５０．９２％

となっております。 

衆議院小選挙区選出議員選挙につきましては、

令和３年が本市５８．１１％、全道平均５８．７

９％、令和６年が本市５３．９８％、全道平均５

６．１５％、本年が本市５７．３３％、全道平均

５７．９３％となっております。 

二つ目の、期日前投票を各投票所に割り振った

投票結果について、地区別に簡略化して申し上げ

ますが、浜分地区が４５．３％、東浜・久根別地

区が４５．９６％、中央から富川地区が５２．３

８％、茂辺地・石別地区が５７．７６％、旧大野

地区が５０．７８％となっております。 

三つ目の、北斗市長選挙が５割を下回る投票率

になったことをどのように捉えているかでござい

ますが、投票率は、選挙の争点、当日の天候など、

さまざまな要因に左右されますが、選挙管理委員

会といたしましては、本市のまちづくりの方向性

が決まる重要な選挙でございますので、一人でも

多くの有権者に投票していただきたかったという

認識でございます。 

四つ目の、直近２回の選挙で、投票率向上のた

めに選挙管理委員会で行ったことでございますが、

北斗市明るい選挙推進協議会の御協力をいただき

ながら、二十歳を祝う会や期日前投票所であるイ

オン上磯店内で啓発活動を行ったほか、防災無

線・防災ラジオによる周知、投票事務補助員とし

て高校生の採用を行うなどの取り組みを行ってお

ります。 

五つ目の、今後、投票率向上のためにどのよう

な方策を考えているかでございますが、選挙権年

齢の引下げ以降、若年層の政治参加が可能となっ

た一方、その投票率は他の年代と比べて低い傾向

にあることから、教育機関等と連携して主権者教

育に取り組むことが重要と考えており、出前講座

の実施などに力を入れていきたいと考えておりま

す。 

以上で、新関議員の御質問に対する、私からの

お答えといたします。 

○議長（白戸昭司君） ２０番新関一夫君。 

○２０番（新関一夫君） 選管委員長には細か

い数字、たくさん聞きまして、答弁大変ありがと

うございます。 

資料としても出していただきました、選管から

発表されている、主に資料でいう１番２番。これ

に関しては、私も調べれば分かることだったんで

すけれども、改めてこのような形で出していただ

くことで、傾向としてどうなんだろうということ

で私も考えさせていただきました。 

一つには国政選挙を含めた、いわゆるマスメ

ディアで報道されている選挙というのは、そこそ

この数字なのかなと。決して高いとは思わないん

ですけれども、全道平均だとか全国平均からそれ

ほど離れてないというふうに認識してました。 

特に市議会議員選挙の場合には、２０何台の選

挙カーが走ってありますんで、選挙があるんだな

ということは、有権者の皆さんもかなり認識して

いただけるのかなあというふうに思っているんで

すが、特に首長選挙だとかの場合には、選挙カー

も、２台あるいは３台とかっていうことで非常に

少ないと。 

また、マスメディアの報道もなかなか少ないと

いうことで、選挙そのものが前回の市長選挙でも

そうだったんですけども、中には選挙があるのっ

ていうふうな、主権者の方も結構いらっしゃった

というふうに認識してました。 



その中で選管は選管で一生懸命、投票率向上の

ために、委員長からもお話あったとおり、いろい

ろやってるんだと思うんですが、それでもこの状

況ということで、やはりもっと考えなきゃないの

かなというふうに思ってました。 

一つはこんなこと言ってる方もいらっしゃいま

した。期日前投票がこれだけ約４割の方が期日前

行ってるという中で、投票日っていうのは最終的

に決まってるんですけれども、期日前投票を含め

て投票日という考えを広く主権者、住民の皆さん

にアピールする必要があるんじゃないかと。 

毎日が投票日ですという考え方を有権者の方に

持ってもらうことも一つなのかなと。そういう動

機づけをしていくべきじゃないかなというふうに

一つ考えてました。 

そのことについてどう思うか、お知らせ願いた

いというのが一つ。 

それから、実際防災無線、あるいは広報、明る

い選挙運動のほうの広報ですか。それで、何月何

日は何々選挙の投票日ですというようなことで放

送されたり、車が走ったりすることあるんですが、

私の感覚ですよ。実際例えば、この間の首長選挙、

あるいはこの間の国政選挙、実際防災無線何回か

かったのか、あるいは投票行動を促す、街宣車

じゃないですよね、車が何日くらい、どのように

走ったのか、分かってると思うんですけれども、

それについて直近ので結構ですのでお知らせくだ

さい。 

○議長（白戸昭司君） 前澤選挙管理委員会書

記長。 

○選挙管理委員会書記長（前澤正毅君） 新関

議員の御質問にお答えいたします。 

まず、一つ目の期日前投票の割合が非常に増え

てきているということで、期日前投票も含めて、

投票日であるということをもっと周知してはとい

う御質問でございました。 

新関議員おっしゃるとおり、期日前投票につき

ましては制度導入以降、どんどん伸びてきている

状況でございます。 

今回の市長選挙でいいますと、投票した方のう

ち、３９．４％の方が期日前投票。衆院選におき

ましては、さらに増えて４９．８％の方が期日前

投票したということで、衆院選につきましては、

初めて１万人を超える方が期日前投票を行ってお

ります。 

市の選管としましても、選挙はあくまで当日投

票主義ではあるんですけれども、期日前投票とい

う当日御不在の場合でもできる制度がございます

ので、皆さん御存じかとは思うんですけれども、

イオンでできることも含めて、その辺りはしっか

り周知していきたいと考えております。 

そして市長選があること自体知らなかったので

はというような御指摘で、防災無線、広報車でど

のような啓発を行ったのかということでございま

すが、まず、防災無線につきましては、市長選挙

におきましては、選挙当日の２５日、１０時と１

５時にそれぞれ１回ずつ流しているのと、あと期

日前投票の最終日である１月２４日の土曜日に１

３時半に防災無線を流しております。 

衆院選につきましても同様に選挙当日２回、そ

して前日に流しているんですけれども、それとあ

わせて衆院選につきましては、２月４日の水曜日

にも防災無線を流しております。 

選挙の候補者というか選挙の啓発の車なんです

けれども、市長選につきましては１月２１日から

１月２５日までの水曜日から日曜日にかけまして、

ほぼ日中、７時間から８時間かけて市内一円を

回っております。 

三ツ石地区から始まりまして、旧上磯地区、そ

して旧大野地区、そしてまた旧上磯地区に戻って

きてということで、市内一円の道路を放送かけな

がら回っております。 

衆院選につきましても、２月５日から８日まで

の木曜日から日曜日にかけて、同様に市のキャブ

オーバーで啓発を行っております。 

以上でございます。 

○議長（白戸昭司君） ２０番新関一夫君。 

○２０番（新関一夫君） 分かりました。 

実際に明るい選挙の広報の車というのは、私も

自宅のほうで１回は通ったなということは認識し

てて、びっちりいるわけでないので、聞き逃して

るのはもちろんあると思うんですけれども、それ

で周知が図られるのかどうかっていうのは、結果

を見ると足りてないんじゃないかなというふうに



思うんですよね。 

ほかはどうなってるのかということで、投票率

の高い市町村、どんなことしてるのかということ

で調べさせてもらいました。 

ある自治体では、防災無線ではないんですね、

各家庭に全部タブレット、情報端末ですね。町か

らの情報伝達にタブレットを配って、そのタブ

レットで朝夕２回、何々選挙がありますよという

ことでの広報をやってるというような町もありま

した。 

特に防災無線というのが手軽って言ったら

ちょっと語弊ありますけれども、全市的に、全て

の、多くの皆さんに聞いていただけるというとこ

ろでは、防災無線ってのが一つもっと活用すべき

ところなんじゃないかなと。 

それは選挙期間中ももちろん含めますけれども、

例えばその前段階から何月何日、どんな選挙があ

るというような広報っていうのは、やはり広く市

民の方に知ってもらうことで、有権者の投票の権

利というのですか、それを広く行使してもらうと

いうことが、大きな使命あるんじゃないのかなと

いうふうに認識してます。 

今までやってきたことというのは今お聞きした

んですが、今後についてどのように考えているか

というところで、もう一つお聞かせ願いたい。 

さらに、期日前投票の投票所、現在の投票所の

期日前の投票所の数と考え方っていうんですか、

確かにイオンだとか、非常にいいと思います。

もっと投票所を増やす考えはないのか、期日前の。

それも含めて、どのように考えるのかお知らせく

ださい。 

○議長（白戸昭司君） 前澤選挙管理委員会書

記長。 

○選挙管理委員会書記長（前澤正毅君） 新関

議員の御質問にお答えいたします。 

まず、周知の部分で防災無線をもっと活用でき

るのではという御意見でございました。 

今現在、選挙当日と専らその前日に防災無線を

かけているような状況でございますが、おっしゃ

るとおり、投票率が低いという状況は確かでござ

いますので、今後、気象警報の状況ですとか、J

アラートの試験放送ですとか、そういったものと

重ならないのであれば、もうちょっと防災無線に

よる周知というのは増やしててもよいのではない

かというふうには考えております。 

また、期日前投票の投票所を増やすことをどう

かという御意見でございますが、現在期日前投票

所につきましては市役所分庁舎、両支所に加えま

して、投票日前の３日間に限ってはイオン上磯店

で行っております。 

イオンを除きますと、実際は常時職員がおりま

してネットワーク回線も整備されている施設とい

うことで実際できているという側面もございます。 

また、職員ですとか立会人の確保といった、人

員面と設備面というような問題もありますので、

今、現在で直ちに増やすということはなかなか難

しい状況でございますので、今ある施設で期日前

できますよという部分でより皆さんに周知して、

期日前投票にも足を運んで頂けるようにというふ

うに思っております。 

以上でございます。 

○議長（白戸昭司君） ２０番新関一夫君。 

○２０番（新関一夫君） 分かりました。 

いろんな制約がある中でできることを着実に進

めていただければなということで、今の話は分か

りました。 

これに関しても最後にお聞きしたかったのが、

資料で言います３番目、市長選挙における各投票

所の投票結果ということで、期日前投票を各投票

所に割り振ったときの投票率を出していただきま

した。 

不思議に思ったんですよ。これまで選管から発

表されてるホームページ等では、期日前投票が６，

９４２人という形の各投票所の期日前投票入れな

い数字は公表されてたんですよ。 

その中では極端な話、七重浜住民センターでは

２７．８６％。当然、期日前入ってないからこう

いう数字なんだなというふうなことを理解したん

ですけれども、物理的に今パソコン使って皆やっ

てるわけですから、多分、即日までとは言いませ

んけれども、期日前投票なされた方が本来どの投

票場に行く方なのかっていうのは、多分すぐ振り

分けできてると思うんですよね。 

その中で例えばこの表３、資料で頂きました期



日前投票を各投票所に割り振った数字というのも、

私はできるだけ早く最終的な投票結果として公表

すべきだと思うんですが、この点についてはいか

がお考えでしょうか。 

○議長（白戸昭司君） 前澤選挙管理委員会書

記長。 

○選挙管理委員会書記長（前澤正毅君） 新関

議員の御質問にお答えいたします。 

議員おっしゃるとおり期日前投票に当たりまし

ては期日前投票システムを用いておりますので、

集計というのは容易にできます。 

選挙当日っていうのはなかなか厳しいかもしれ

ませんけれども、こちらについて期日前投票を割

り振った実際の投票区ごとの投票率というような

ものが分かるものにつきましては、今後投票結果

として公表していきたいと考えております。 

以上でございます。 

○議長（白戸昭司君） ２０番新関一夫君。 

○２０番（新関一夫君） ぜひそういう形で最

終的な投票結果を公表していただくことで、実際

にどのような投票行動、あるいはどこの地域が特

にその投票率、よくないって言ったらちょっと語

弊ありますね。 

投票率が低かったのか、あるいはどこが高かっ

たのかということが一目瞭然で分かるという形に

していただければと思います。 

また、先ほどから何回も申し上げてますが、

やっぱり投票率向上のためには、投票率が低いと

ころを重点的にどうするのかという対策も今後求

められているのかなというふうに思います。 

投票率向上に関しては、この程度にとどめたい

と思います。 

それから、市長にお聞きしました選択と集中に

関して非常に難しいと思うんですよね。言葉を変

えればスクラップアンドビルドということにもな

るのかなというふうに思ってるんですが、ビルド

のほうは結構いろんなことをゆったり考えたり

やったりできる部分があります。 

特に住民ニーズが多岐にわたっている最近でご

ざいますので、やはり住民ニーズに応えていこう

と思えば、様々な施策が毎年、新しいメニューた

くさん並んできますけれども、そうやって応えて

いかなければならないっていう、宿命というんで

すか、持っていると思うんです。 

ただ、新しい事業ばかり手がけて、いつまでや

れるのかということに尽きると思うんですけれど

も、幸い財政的には、池田市長堅実にやってきて

るんで、今のところはいいという話ですけれども、

これからも、多様化する住民ニーズに全て応えて

いくっていうことは、非常に難しいのかな。 

その中で、どういった事業を見直していくのか

ということがやはり、これは一つの事業をやめ

るっていうことは、あるいは見直すということは、

絶対反対する方もいらっしゃるんですね。 

新しい事業っていうのは割と新しい取組なんで

いいんじゃないですかということが多いと思うん

ですが、スクラップするほう、あるいは見直すほ

うの事業っていうのは、何で今までやってきたこ

とをやんないんだという基本的な反発を招くとこ

ろがあると思います。 

ただ、現状変更をやっぱりやっていかなければ、

将来的に厳しいということだけは、総論賛成各論

反対ではありませんけれども、難しいけれども手

をつけていかなければならないところと思ってま

した。 

特に公共施設、かなり北斗市の場合も老朽化し

ている公共施設あります。 

先般テレビ報道を見た中で北見市の問題が出て

ました。広域合併によって公共施設がかなりの数

増えたと。道路延長では札幌市を超えてしまった

ということで、非常に財政厳しいと、財政難に

陥ってるというようなことが報道されてました。 

それはやはり北見市だけの問題ではなくて、や

はり私たち北斗市の中においても我慢する。住民

も我慢するものは我慢する。新しい取組は新しい

取組でやってもらうっていうことを、やっぱり市

民の皆さんにもよく理解していただきながら、先

ほど市長、稼働率だとか、経過年数だとか、それ

から長寿命化計画の中でというようなお話しして

ましたけれども、やはりある程度具体的に話を進

めていかなければ、総論だけではいつまでたって

も、僕は手つかないのかなと思ってました。 

今回高齢者サービス検討会議ということで、そ

このところ具体的に手つけるんだというふうに考



えてますけれども、特にハードのところ、施設の

ところで、例えば１人しか使ってないから駄目だ、

１０人使ってるからいいだとかっていういろんな

面倒な話は出てくると思うんですが、どういった

ところ、学校教育施設を含めて、やっていかな

きゃなんないんだろうなというところを思ってる

わけですよ。 

あしたからとかあさってからだとかっていう気

はないんです。ハードの部分でいつ頃から具体的

に検討を始めようとしているのかって今考えがあ

りましたら、その辺りをちょっと教えていただけ

ればと、ハードの部分。 

○議長（白戸昭司君） 嶋村財政課長。 

○財政課長（嶋村圭介君） 新関議員の御質問

にお答え申し上げます。 

まずハード部分の公共施設の統廃合について、

どのスケジュール感でやっていくかという質問で

ございますが、現在の段階では具体的などの施設

をというのは正直言ってございません。 

ただ、公共施設等総合管理計画、平成２９年の

３月に策定してございます。この中におきまして

は目標としましては、令和３０年までに、保有施

設の面積の２０から２５％を削減するという、目

標を立ててございます。 

まずは、この計画に沿った形で、施設の統廃合、

先ほど住民施設といった話もございましたが、老

朽化比率ですとか、また稼働率、市民の皆様にど

れだけ使われているかといったことも勘案しなが

ら、施設の統廃合については検討を進めてまいり

たいと考えているところでございます。 

以上でございます。 

○議長（白戸昭司君） ２０番新関一夫君。 

○２０番（新関一夫君） ということで手をか

けていくんだということを私も了解してるんです。 

今日話してあしたやめますっていう話はもちろ

んならないと思うんで、例えばどの施設を閉じる

にしろ壊すにしろ、ある一定の期間、周辺住民の

皆さん、特に理解していただきながら、そうです

ねっていう合意形成を図ってなきゃないと。 

だとすれば、それ相応の時間かかると思うんで

すね。令和３０年度には約２０％の公共施設を整

理していきたいという考えがあるんだとすれば、

早めに例えば一つの施設を閉じていくのに、やっ

ぱり１年２年かかるのかなと思うんですよ。住民

に認識してもらったり、合意形成を図るっていう

のはね。 

そういう意味では、早めに手をかけていかなけ

れば、その年度になってもお題目だけで終わって

しまうんじゃないのかなという心配してました。 

今ここで具体的にどこからどうこうっていう気

はありません。ただ、近い将来、やはり具体的に

どういうところからということを、やはり私たち

にも、そして住民の皆さんにも具体的に提示して

いただきながら、議論を深めていかないとなかな

か、円滑に合意形成をつくっていくのは難しいん

じゃないのかなというふうに危惧してました。 

そういう意味ではぜひ、具体的なスケジュール

というんですか、もちろん内部で十分検討した中

で、住民に、そして私たちに示されるんだと思う

んですけれども、決まったことということではな

くて、相談というところからこの考え方の周知。

それから、将来的に代替としてどうするんだとか、

も含めて、ぜひ具体的な話を、なるべく早めにし

ていただければなというふうに思ってました。 

余談になりますけれども、うちの町内会館もあ

るんですけれども、昔は随分使ってました。築年

数も５０年以上たちました。古材で建てたという

ことで、かなり老朽化していると。 

以前はサークル活動とかでも会館使ってきたん

ですけども、サークル活動もだんだんなくなって、

町内会館、市からの補助等ありまして、何となく

維持できてるんですけれども、何となくですね。 

ただ、役員会だとか会議やるだけの会館であれ

ば市の負担。それから、もちろん町内会の負担と

もなって、いつまでそれを維持していくべきなの

かということで、去年の総会でようやく話を出し

ました。 

話出したときに、やっぱり住民の方からは、す

ぐにでも会館取り壊すのかということで、問合せ

等もあったんですけれども、そういうわけにはい

かないということで、やはり２年３年かけながら、

住民の皆さんの話を聞きながら、どうするかとい

うことで決めていきたいというふうに考えておる

んですけれども。やはり、たまたま町内会館です



が、同じようなことが公共施設においてもやっぱ

りあると思うんですよ。 

だから、ぜひ具体的に話を上げていただきなが

ら進めていただければというふうに思ってました。 

それから、先ほど四つの分野でということで、

市長のほうからお話いただきました。４番目のＤ

Ｘの活用ということで、端末を分庁舎と市役所に

置くと。いいことだなというふうに思ってます。 

住民の方は結構いろんな手続に来て、窓口で

待ってらっしゃる方もいらっしゃいますし、混む

ときには混むのかなと思いながら、私も窓口に行

かせてもらったりしました。 

一つ思うのが、窓口持っているところというの

が、担当者、忙しいときと忙しくないときがある

のは分かるんですけれども、１回ずつ、北斗市の

市役所の席の並びっていうのは、事務的にＴの字

型って言ったらいいんですか、来客カウンターの

ほうと向き合っていないわけですよね。 

担当者がどういう順番で出てくるのか分かりま

せんけれども、近い方が来て住民の皆さんに対応

してらっしゃるのかなと思うんですけれども、

やっぱり僕窓口担当で、窓口のほう向きながら、

対応するべきなんじゃないのかなと思いながら

ずっと考えておりました。 

函館市でも規模違いますから、同じくできると

いうふうには思わないんですけれども、係で窓口

担当者持ち回りで決めて、窓口の前に座って、住

民の方がいらしたときには対応してるというよう

な形で進んでますけれども、北斗市はその辺に関

してはどのように考えて、いらっしゃるのかなと

いうことをちょっとお聞かせ願えれば。 

○議長（白戸昭司君） 新川市民部長。 

○市民部長（新川学君） 新関議員の御質問に

お答え申し上げたいと存じます。 

ただいま御質問、フロントとバックということ

であれば、窓側ということですから、フロントの

部分の職員の配置、お客様に対する対応の体制と

いいますか、そういったような内容だと思われま

すけれども、実は我々今ＤＸ、いろいろな部署、

セクションで進めるに当たって、内部のほうで会

議をずっと開いておりまして、特に窓口の部分で

いくと、市民サービス部会という部会が庁内にも

ございますが、そういったような部分を初めとし

た会議の中で、やはり去年からＢＰＲさせていた

だいております。 

業務の棚卸しだとか、窓口体制のそもそも在り

方、そういったようなものを見直す中で、職員の

ほうからも、今の窓口の在り方について、やはり

フロントのほうに、お客さんと常に向き合った形

で、一次受付といいますか、そういったような形

の職員があれば、よりいい市民サービスの向上が

図られるのではないかと。 

併せてバックヤード側にいる職員の負担の軽減

もされるのではないかというようなお話もありま

して、そういった形の中で、実は令和８年度から

今のフロントヤードの部分を少し改革しようとい

うことで、これ本庁舎の市民課側になりますけれ

ども、そちらのほうで、フロント側に職員を置く

ような形を今、検討しているところでございます。 

今回、四つの柱の中の一つのＤＸの部分がござ

いましたけれども、来年度の令和８年度におきま

しては、窓口のほうにコンビニ交付、令和６年の

２月から現在やっておりますけれども、現在は住

民票と印鑑証明のみの部分でございますが、令和

８年度から所得証明まで拡大しまして、コンビニ

交付と同じ画面のものを、本庁舎の市民課と七重

浜支所の窓口にそれぞれ置くことで、マイナン

バーカード必要になりますけれども、そこに置く

ことで円滑な、スピーディーな交付を図るととも

に、そして最終的にコンビニ交付に行っていただ

くと。 

現在２０％ぐらいの交付率でございますけれど

も、これが６時半から２３時までコンビニ交付

やってございますから、そういった形で流すこと

によって、より市民サービスの向上を図っていき

たいというような仕組みで考えているところでご

ざいます。 

以上でございます。 

○議長（白戸昭司君） ２０番新関一夫君。 

○２０番（新関一夫君） 分かりました。 

既に検討されているということで、フロント業

務というんですか、そちらのほう、より円滑に市

民の方が利用できるようにしてほしいなという思

いと、端末に関しまして僕も試しということでは



なかったんですが、コンビニ交付、印鑑証明と住

民票だったかな、やってきたことがあります。 

機械ですから、ちょっと戸惑うところも出てく

ると。僕ももう高齢者になりましたんで、みんな

一緒かなと思いながら、動かしてみるとそれなり

に分かるんですけれども、慣れるまでは多分いろ

んな方に窓口で、端末の操作の仕方みたいなこと

も、住民の皆さんにはある程度教えていかなけれ

ばなかなかスムーズにいかないのかなというふう

に思ってました。 

最終的には、省力化だとかスピードだとかって

いうことを図られると思うんですけれども、ぜひ

導入するに当たっては、丁寧な住民に対するサー

ビスも念頭に置いていただきながら、ＤＸの推進

は端末の推進を図っていただければなというふう

に思います。 

最後に、だんだん時間なくなってきましたけれ

ども、手数料、使用料、受益者負担の考えですね、

これは一部今でも例えばプールだとか、受益者負

担を頂いていると。プールでは、使用料を払うけ

ども体育館では要らないのだとか。 

まず、その線ってどこで境界引いていくのかと

いうこと。これ前にも議論したことあるのかなと

思うんですが、この考え方として、使用料、手数

料はどういう形で受益者負担、これ拡大を図って

いこうと思うのかなと、概略で結構でございます。 

ある程度ありましたらお知らせいただけると。 

○議長（白戸昭司君） 嶋村財政課長。 

○財政課長（嶋村圭介君） お答え申し上げま

す。 

今議員御指摘いただいたように、体育館とプー

ルで違うといったお話もございました。 

そういった中で、使用料の考え方についても統

一されていない部分がございます。 

そういった部分も含めまして、令和８年度で検

討を進めまして、令和９年度からの新しい金額を

設定していければなと今考えているところでござ

います。 

以上でございます 

○議長（白戸昭司君） ２０番新関一夫君。 

○２０番（新関一夫君） ぜひ整理して進めて

いただきたいなと思うんですが、これも先ほどの

公共施設と同じように、やはり住民の皆さんの理

解を得ることがやっぱり重要だと思うんです。 

何でこうなったのかと。例えば来年度予算から

そういうことになりましたということで、例えば、

来年のこの議会で議決したからそうなりますって

いう話じゃなくて、やはり何か月前から広報等で

住民の皆さんに周知しながら、来年度からは受益

者負担でこのようになりますよという考え方も含

めて、実際にどこの施設がどのような形になるの

か分かりませんけれども、周知を図っていく必要

があるというふうに考えます。 

そういう意味では、早めに庁内の議論を詰めて

いただいて、やはり住民の皆さんに周知する期間

というのをある程度とっていただけなければ、な

らないのかなというふうに思っております。 

ぜひ、その辺を考えていただければなというこ

とで、いつ頃をめどに、今聞いたらまずいですか

ね。 

どうでしょう。 

○議長（白戸昭司君） 工藤副市長。 

○副市長（工藤実君） お答えさせていただき

たいと思います。 

先ほど財政課長申し上げたとおりということで

そこから進んでいつというふうに今申し上げる段

階ではございません。 

ただ、１点申し上げておきたいのは、例えば

プールのように、一律市民、それから外から利用

される方も一律同じ利用料を取っていただいてい

る施設、それから住民施設のように、一応料金規

定はありますが、その目的に沿った市民の御利用

にあっては減免を働かすという、受益者負担と

言っても、その施設の状況に応じて一律利用者か

ら使用料、手数料ということで頂く施設もあれば、

その施設の性質に応じて、利用目的が合致してい

れば減免を働かすということもあるということは

１点申し上げておきたい。 

でなければ、今の御質問のやりとりを市民の皆

さんお聞き頂くと、一律、令和９年度からすべか

らく各種使用料、手数料、受益者負担が伴うとい

う理解をされても困りますので、そういうことで

手数料、ここには申し上げられませんけども、一

律やはり市民の皆さんに負担を頂かなければなら



ないものっていうのも当然出てきます。 

そういった整理をしながら、今申し上げた減免

という考え方も当然残していく施設もあります。 

ただ、一つだけ申し上げなければならないのは、

算定に当たる根拠、その基礎数字。これをきちん

とお知らせしながら、ここからはじいた金額とし

てはこうなりますと。 

ここの部分がきちんとしてなければ、その先に

御理解頂くことにはならないと思いますので、そ

ういった作業も含めて、令和８年度中に検討をし

て、一定の方向性が出てくれば、また議会の皆様

と御相談をしながらですね、順を追って前に進め

ていくということになろうかと思いますので、そ

のようなことで御理解頂ければと思います。 

以上でございます。 

○議長（白戸昭司君） ２０番新関一夫君。 

○２０番（新関一夫君） 分かりました。 

一方で受益者負担でやむを得ないというふうに

思ってるんですけれども、できることであれば先

ほどのスクラップアンドビルドではありませんけ

れども、ぜひ削るものは削りながら、物価高騰の

今世の中でございます。 

何でも値上げすれば済むということではないの

はもちろんなんですけれども、ぜひ削るところを

削って、例えばその利用者の負担が過大にならな

いように、多くならないように、あるいは今の

サービスがこれからも続けられるように、ぜひ行

政の中で、行政改革とは言いませんけれども、検

討していただければという要望で質問を終わりた

いと思います。 

どうもありがとうございました。 

○議長（白戸昭司君） ６番前田治君。 

○６番（前田治君） －登壇－ 

それでは、通告に従いまして、質問させていた

だきます。 

１ 少子化及び人口減少問題に関する件。 

市長は、先の市長選挙立候補に当たる公約にお

いて、最重要課題として少子化及び人口減少問題

を掲げた上で、具体的な取り組みとして、こども

家庭センターの充実、出産・子育て応援給付金の

実施、不妊・不育治療費の助成、男女の出会い支

援事業の取り組み、移住・定住者支援、関係人口

の拡大など、既に実施中の事業を掲げておりまし

た。 

以下の点についてお伺いします。 

（１）これら事業について、どのような拡充を

考えているかお知らせください。 

（２）新事業の計画がありましたらお知らせく

ださい。 

（３）子育て支援対策として令和８年度からの

実施を予定している「こども誰でも通園制度」の

進捗状況についてお知らせください。 

２ 茂辺地地区における津波発生時の避難経路

に関する件。 

市は、地域防災力の充実・強化を目指し、日頃

の備えや、発災時の適切な行動等について掲載し

た「北斗市防災ハンドブック」を令和５年に全面

改訂するなど、市民への啓発に努めています。 

ハンドブックでは、最大クラスの津波が発生し

た場合、茂辺地地区は地震発生から５４分後に

は、最大６．１ｍの津波が押し寄せるとしてお

り、実際に大規模の地震が発生した場合、住民の

一刻を争う避難が求められますが、矢不来天満宮

は指定避難所のひとつであり、最短経路となる矢

不来天満宮と鮭見橋の間の傾斜地が整備されてい

ない現状となっています。 

早急に整備する必要があると考えるが、市長の

見解をお伺いします。 

３ 学校給食費無償化に関する件。 

北斗市は、国に先駆けて昨年８月より小・中学

校の給食費無償化を実施し、子どもを持つ保護者

から非常に喜ばれています。 

一方、国は令和８年度から小学校給食の無償化

に向け準備を進めていますが、その進捗状況及び

財源、地方自治体への補助内容についてお知らせ

ください。 

○議長（白戸昭司君） 池田市長。 

○市長（池田達雄君） －登壇－ 

 前田議員のご質問にお答え申し上げたいと存じ

ます。 

３点目の学校給食費無償化に関する件につきま

しては教育長より答弁いたしますので、私から

は、１点目の少子化及び人口減少問題に関する件

について、及び２点目の茂辺地地区における津波



発生時の避難経路に関する件について、お答え申

し上げたいと存じます。 

１点目の少子化及び人口減少問題に関する件に

ついてでございますが、市政執行方針でも申し上

げましたとおり、本課題は市政を担う者として、

私に課せられた最優先課題であると強く認識して

おり、国や道の施策と連携を図り、人口減少の速

度を抑えながら、充実した地域社会を創り、持続

させていく所存でございます。 

御質問の一つ目、私の公約のうち、「人口減少

問題への取組」の中に掲げる事業について、どの

ような拡充を考えているかにつきまして、市にお

きましては、いずれも令和７年度から５か年を計

画期間とする「北斗市こども計画・第３期子ど

も・子育て支援事業計画」及び「第３期北斗市ま

ち・ひと・しごと創生総合戦略」に基づき、少子

化及び人口減少対策に関する、各種施策に取り組

んでいるところでございます。 

計画初年度である本年度は、「出会い・結婚・

妊娠・出産・子育て」といったライフステージに

応じた支援として、男女の出会い支援事業や乳幼

児紙おむつ用ごみ袋支給事業などに新しく取り組

んだほか、新たに保育園等の「第２子以降の保育

料無償化」を実施し、さらに、昨年８月からは

「保育所等及び小中学校の給食費完全無償化」を

国に先行して実施したところでございます。 

加えて、妊産婦や子育て家庭、子どもに関する

悩みや相談を切れ目なく一体的に受ける、こども

家庭センターに関し、高まるニーズに対しまし

て、きめ細やかな対応を行うため、専門職員を配

置し、より高度な拠点へと充実を図ったほか、出

産・子育て応援給付金は、電子申請の導入を図

り、市役所まで足を運ばなくても、２４時間いつ

でもどこからでも手続きが可能な環境を整えるこ

とで、妊産婦の負担軽減を図るなど、市民生活を

支える大きな施策から、市民の利便性向上を図る

細かな施策まで、様々な事業の拡充を実施いたし

ました。 

また、都市部からの流入促進、及び都市部への

流出抑制に向けた対策につきましても、都市部の

中学生を呼び込む、地域みらい留学事業に新しく

取り組んだほか、空き家バンク制度に関し、まだ

登録件数はございませんが、０円空き家バンク制

度を併設し、利活用を促進する補助金につきまし

ても、登録前の不用品処分や相続手続に係る司法

書士等への委託費用を補助対象に追加し、施策の

充実を図ってまいりました。 

次年度以降におきましても、既存施策を含め、

これらの取組みの効果を推し量りながら、不妊・

不育症治療費助成制度を年々見直し、拡充を図っ

たように、必要と判断した際には、躊躇なく施策

の拡充を図ってまいります。 

御質問の二つ目、新事業の計画につきまして、

予算を伴わない新しい取組みとして、都市部への

人口流出抑制に関し、卒業予定生の地元就職や卒

業生のＵターン就職の促進を目指し、函館市内の

大学及び高専と、道並びに２市１町の担当者が集

まり、意見交換会が開催されたところでございま

す。 

この集まりは、道南の人口減少問題に危機感を

覚える、それぞれの組織の担当者が、自発的に声

をかけあい実現したものであり、今はまだ、それ

ぞれの情報交換程度に留まっておりますが、次年

度以降は、地元企業の魅力や自治体の移住・定住

支援策を学生に発信し、地元での就職に関心を

もってもらう動きに繋げていきたいと考えており

ますし、この取組を高校にも広げていきたいと考

えているところでございます。 

また、子育て世帯への支援に関しましても、妊

娠期から出産までの間において「妊婦等包括相談

支援事業」による妊産婦へのきめ細やかな支援と

本年度から開始した「１か月児健康診査事業」に

よる新生児・乳幼児の健康管理を一体的に実施

し、安心して出産・子育てができる環境づくりを

進めるほか、先ほど述べさせていただきました、

出産・子育て応援給付金の電子申請への対応のよ

うに、ＤＸの活用による各種申請等の手続きの効

率化を含めた、子育て世代の負担軽減を進めてま

いります。 

さらに、国におきましても、こども未来戦略や

地方創生２．０基本構想に基づき、様々な施策の

検討がされていると伺っております。 

関係人口の拡大を目的とした「ふるさと住民登

録制度」の創設など、今後も国の動きを注視しつ



つ、市の少子化及び人口減少対策に有用であると

判断した施策については、積極的に取り入れてま

いりたいと考えております。 

御質問の三つ目、こども誰でも通園制度の進捗

状況につきまして、本市では、昨年１１月から市

内の保育園など11園と事前協議を行い、⒓月に

は、認可・確認に関する条例を制定し、本年１月

には、実施意向を示された２園に対し、認可説明

会を実施するなど、準備を着実に進めてきたとこ

ろでございます。 

今後のスケジュールといたしましては、認可申

請書の審査を行い、３月中旬に認可および事業者

の決定と公示、３月中旬以降は利用者面談の受付

を開始するなど、４月からの事業開始に向けた準

備を進めてまいります。 

なお、現在も国からの通知を待っている項目が

一部ございますが、円滑な開始に向け、関係者や

事業者と連携しながら体制整備に努めてまいりま

す。 

２点目の茂辺地地区における津波発生時の避難

経路に関する件についてでございますが、市の防

災ハンドブックには、最大クラスの津波を想定し

たハザードマップが掲載され、その中には避難路

も明示されております。 

茂辺地地区については、道道上磯厚沢部線や茂

辺地インター線を経由して浸水想定区域外へ避難

するルートと、市道を経由して指定緊急避難場所

である高台へ避難するルートを設定しており、矢

不来天満宮高台への避難は、ご質問の鮭見橋をわ

たるのではなく、ひとつ奥の茂辺地橋を経由する

こととしております。 

昨年１２月８日の、青森県東方沖地震に伴う津

波注意報発表時にも矢不来天満宮へ避難された方

がおり、茂辺地１丁目、２丁目にお住まいの方に

とっては、鮭見橋をわたることが最短ルートであ

ることは承知してございます。 

しかしながら、鮭見橋から先については、遊歩

道的なものがあるものの、市有地ではなく、整備

経過も不明であること、また、地震発生時の強度

といった問題が懸念されることから、避難路とし

ては設定しておりません。 

茂辺地地区は、最大クラスの津波が発生した場

合、第１波到達まで５４分あることや、避難時に

交通渋滞が発生する恐れが少ないことを考慮しま

すと、市といたしましては、お住まいの場所に

よっては遠回りにはなりますが、安全性の高い茂

辺地橋を経由した避難をしていただきたく、徒歩

避難が困難な方については、共助による乗り合い

避難などにより、浸水想定区域外への避難をお願

いしたいと考えております。 

以上で、前田議員のご質問に対する、私からの

お答えといたします。 

○議長（白戸昭司君） 川原教育長。 

○教育長（川原弘成君） －登壇－ 

 前田議員の御質問にお答え申し上げたいと存じ

ます。 

３点目の学校給食費無償化に関する件について

でございますが、本市の学校給食費につきまして

は、物価高騰が続く中、保護者負担の軽減を図る

ため、国に先駆け、令和７年８月分より、市内小

中学校に在籍する児童生徒の学校給食費完全無償

化を行ったところでございます。 

また、現在も物価高騰が続いていることから、

新年度においても、学校給食費の改定を行います

が、給食の質・量を落とすことなく、給食費無償

化を引き続き実施するための予算を新年度予算に

計上しているところでございます。 

国は、令和８年４月から小学校における「学校

給食費の抜本的な負担軽減」、いわゆる無償化を

実施するにあたり、保護者負担の軽減を通じた子

育て支援に取り組む自治体への支援として「給食

費負担軽減交付金」を創設し、国から交付を受け

た都道府県が市町村に対し支援するとしており、

国と都道府県がそれぞれ二分の一ずつ負担するこ

とについて、現在国会での審議が行われていると

ころです。 

国は「給食費負担軽減交付金」の創設に当たり、

基準額を令和５年度学校給食費調査の全国平均月

額に、近年の物価動向を加味して積算した月額５，

２００円に設定し、市町村に対しては、給食を実

施する公立小学校の５月１日現在の在籍児童数に、

基準額５，２００円の１１か月分、年額５７，２

００円を乗じた額を交付することとなっておりま

す。 



本市の学校給食費月額４，９１０円は１２か月

分であり、これを１１か月で換算いたしますと、

５，３５６円であるため、基準額を超過すること

になりますが、この超過分につきましては市が負

担し、引き続き給食費の完全無償化を図ってまい

りたいと考えております。 

以上で、前田議員の御質問に対するお答えとい

たします。 

○議長（白戸昭司君） ６番前田治君。 

○６番（前田治君） それでは再質問させてい

ただきます。 

予算案の概要の中で人口減少問題の取組の項目

として、こども誰でも通園制度が明記されており

ました。 

つまりこれも人口減少問題の重要な施策の一つ

というふうに国の制度でありますけども、そうい

うふうに位置づけられてるということです。 

会派協議でも説明を受けましたけども、児童１

人当たり利用時間が月１０時間まで、そして利用

料が１時間３００円、それと事業所に支払われる

給付金も基本分やら加算分などというふうに、そ

れぞれ年齢に応じた単価設定もされておりました。 

実施意向として、浜分こども園とゆうあい幼稚

園の２園が実施意向ということになってますけど

も、この２園で実施するということで、そういう

ふうな認識でよろしいでしょうか。 

○議長（白戸昭司君） 竹内子育て支援課長。 

○子育て支援課長（竹内直樹君） 前田議員の

御質問にお答えいたします。 

今現在、申請が２園から上がってきている状態

です。 

今現在、審査をしておりまして、今後３月の中

旬の時点までで問題なければ、そのまま決定して

公示する流れとなってございます。 

以上でございます。 

○議長（白戸昭司君） ６番前田治君。 

○６番（前田治君） 昨年９月の議会でこの問

題取上げさせてもらいました時点では、国からの

通知もほぼなくて、非常に担当課、担当係も非常

に大変な、タイトな日程になるということを当時

分かってまして、その中で非常に担当の職員の皆

さん含めて苦労されたのだろうなということが想

像できるんですね。 

大変御苦労さまでしたということを、まず申し

上げたいというふうに思います。 

その上で現時点で利用を考えている世帯ってい

うのが、もし押さえているものがあればどの程度

なのかというのを、もし分かれば教えてください。 

○議長（白戸昭司君） 竹内子育て支援課長。 

○子育て支援課長（竹内直樹君） 前田議員の

御質問にお答えいたします。 

利用者のほうは、うちのほうで今現在では昨年

度ニーズ調査を行っておりまして、その際には利

用したいっていう方は一定数ございましたが、今、

利用者の面談受付開始を公示後に実施いたします。 

その際に正確な数字というのが出てくるかなと。

正確な今、実施したいという数については、現状

把握してない状況でございます。 

以上でございます。 

○議長（白戸昭司君） ６番前田治君。 

○６番（前田治君） せっかくの制度ですから、

必要とされる方がしっかりと利用してくれる、そ

ういう形になればいいなというふうに思いますね。 

ただ、場所が両方とも浜分地区になるわけです

から、そういった離れた地区の方にとっては、そ

のようなことも含めて将来的には、そういう開設

事業所を増やしていくということの努力も必要に

なってくるのかなということを感じました。 

予算の中でここにかかる経費として２，７１１

万１，０００円予算化されてますけども、この中

身ってのはどんなことを想定されて予算組んで

らっしゃるのか教えてください。 

○議長（白戸昭司君） 竹内子育て支援課長。 

○子育て支援課長（竹内直樹君） 質問にお答

えいたします。 

こちらについては、給付費、保育料と一緒で利

用される分の給付費になるものでございます。 

以上でございます。 

○議長（白戸昭司君） ６番前田治君。 

○６番（前田治君） ですから給付費っていう

のは、１人１時間につき、年齢別に１万なにがし

とかって、あと状態によっては加算がついたりと

かっていうことで、そういうことの積算で出てる

額のその中身について、どういうふうに想定、予



算組んでるのか教えていただきたいと思います。 

○議長（白戸昭司君） 竹内子育て支援課長。 

○子育て支援課長（竹内直樹君） お答えいた

します。 

まずこちらでございますが、予算積算時は単価

がまだ出ておらず、加算の部分についてもまだ不

明瞭でございます。 

今現在も、実は正式決定っていうのは、国のほ

うの予算が成立後に正式に通知が来るというよう

な形でございます。 

ただ、金額については、会派協議時に御説明し

たとおりの金額になろうかというような形で進め

ております。 

そのため、当時積算した部分でございますが、

１人１，７００で積算したときに、延べで１万５，

０００程度で、実際の利用人数につきましては、

今、２園で利用が月５人の利用の定員っていう形

で想定しておりまして、当時、予算の積算上では

ですね３園、実施するという想定でこの人数とい

う形で想定してございました。 

以上でございます。 

○議長（白戸昭司君） ６番前田治君。 

○６番（前田治君） 非常に国の様々な通知等

の遅れも含めた中で、非常に大変な積算したのか

なということを予想できます。 

これ仕方ないですよね。ちゃんとした根拠が出

てくれば、もっとしっかりした予算組めるでしょ

うけども、取りあえずはこういう形で組まざるを

得なかったというのは、これ非常に理解できます

ので、課長大丈夫です。全然心配要りません。 

それで、少子化、人口減少問題に戻りますけど

も、前回も昨年の総括質疑でこの問題、市長と議

論させていただきました。 

そのとき私も話したんですけども、現在置かれ

てる若者の状況というのは、非常に厳しいと。 

それがいい方向に行くんならいいんだけども、

その厳しさはどんどん増してきてるというのが現

在のリアルな現状だというふうに思ってます。 

失われた３０年というふうに言われるとおりで

すね、実質賃金が下降の一途をたどると。４割を

超える労働者が非正規雇用、専門学校や大学を出

ても、いざ就職するときには数百万のローン、奨

学金の借金を抱えて社会に出るという、そういっ

た状況の中で、若者にとってはまともに恋愛、結

婚、子供をつくるということを含めたことが、非

常にできづらい社会がつくられてしまっている。 

このことにまともにしっかりと向き合って、対

策を講じない限り、私はこの少子化問題を根本的

な解決できないだろうというふうに思ってます。 

これが、全国に蔓延しているのが現状だという

ふうに考えてて、やっぱりこの問題を引起してる

のは、国の政治であって、国の責任で本来その根

本的な解決を進めるべきだというふうに私は強く

主張したいし、考えているところです。 

とはいっても、そのしわ寄せを直接受けるのは、

地方ですから、様々な工夫、苦労しながら、少し

でもいい方向に向かうように、努力するのはこれ

はとても大事なことで、その点で市長が様々な苦

労されてることも理解してます。 

そういうことでいくと、市長が掲げた立候補の

ときのリーフレットを見ました。今後４年間の市

長の展望と決意を訴えるものとなってるんだと思

うんですけども、文面からすると、正直取り組ん

でいることが羅列されているだけでしたから、熱

い思いといいますか、それはちょっと私は感じ取

れなかったんですね。 

それでもうちょっと深めさせていただきたいと

いうことで今回取上げているわけですけども、問

題は市長が市政執行方針等は分かるんですけども、

市民から負託を受けたこの４年間の中で、この少

子化問題、人口減少問題をどう改善しようとして

いるのか。 

そういうことからすると、例えばいわゆる様々

な拡充やいろいろなことを必要があればちゅう

ちょなく、様々施策を打っていくということは分

かったんですけども、４年後の姿といいますか、

それを市長として具体的な数字あるんでしょうか。 

何かもっと市民の目に見える、私たちの目に見

える具体的な目標、展望みたいなものをぜひ、も

しお持ちであれば、語っていただきたいと思うん

ですけども、その辺りどうでしょうか。 

○議長（白戸昭司君） 池田市長。 

○市長（池田達雄君） 前田議員の御質問にお

答え申し上げたいと存じます。 



まず、人口減少問題、それと物価高騰問題、こ

ういった大きな課題が北斗市だけでなくて、全国

でそういう課題があります。 

以前もお話ししたように、選挙中もお話しして

るんですけども、こういったものというのは、本

来市町村レベルではなくて、国が責任を持って実

施するべきことというふうなことは選挙中もお話

をさせていただいております。 

特に少子化、人口減少対策というのは、私が市

長に就任して以来、毎年掲げている課題でありま

す。 

国が本来やるべきこととは言いながらも、その

中でそうした市町村は黙って見ているのかという

ことはそうではなくて、できることはやっていこ

うということで、私はこの８年間やってまいりま

した。 

その中で、議員知っているとおり、例えば不妊

治療、今の答弁でも申し上げましたけれども、そ

の都度都度、少しずつアップをしていっていると

いうふうな状況でもあります。 

それから、例えば子育て支援の中で給食費の無

償化、それから、保育料の無償化、こういったも

のもその時々の状況に応じて、決して下回るもの

ではなくて、常にアップさせてきているというよ

うな現状があります。 

今、そうした人口減少、少子化を止める特効薬

があるのかというと、実はなかなかこれが見当た

りません。 

見当たらないけども、しかしながらやっていか

なきゃいけない。それは出会いもそうですし、

様々なものがそうだというふうに思ってます。 

これからも、今やっているものに対する上乗せ、

そういったものはできる限りやっていかなきゃな

いというふうな思いであります。 

常にこういったものを意識しながら、このまち

づくりをしていかなければ、今後厳しいだろうと

いうふうに思ってます。 

それと、人口減少というのは、議員知っている

とおり、国の統計でいうと今後５０年続くと言わ

れております。 

そうしたときに、いかに我々市町村は努力をし

て、人口減少を少しでも緩やかにする。 

それから少子化、これも少しでも緩やかにでき

ることがもしあるとすれば、これは積極的に取り

組んでいく、そういった思いであります。 

私の選挙公約の中に新たなものがないというふ

うなことをおっしゃいましたけれども、そうする

と、そしたらこれ以上何ができるのかっていうと

なかなか私自身答えも見つかってません。 

さっき言ったように、今やってるものをきちん

と継続をする、できれば進化をさせていく、そう

いった思いで公約したものであります。 

よろしくお願いします。 

○議長（白戸昭司君） ６番前田治君。 

○６番（前田治君） 前回、去年の総括質疑で

も私お話ししましたけどもその市長が取り組まれ

ている、少子化対策、人口減少問題対策、これは

どれも非常に大切な政策だというふうに思ってま

すし、私も非常に評価してるし、市民の方も非常

に喜んでる。 

それをまず大前提としての話だということを承

知いただきたいなというふうに思います。 

その上での質問ということで、お聞きいただき

たいと思うんですけども、市長言われるとおり私

もそう思ってます。 

この少子化人口減少問題は、一つのまちができ

ることでもなし、広域がやっても、都道府県単位

であったからといって何かがいい方向に見えてく

るという、残念ながらそういうものではない。 

ただ、市長は前回の総括質疑の中でも答弁され

てましたけども、全国市長会や全国町村会が一つ

になって、国に対して様々な要望してるんだとい

う話。 

やっぱりこれがいろんな地方の声を一つに国に

要望していく、そして変えていくってことが、こ

の問題の解決には非常に大きな意味があるんだな

というふうに私は思ってるんですね。 

そういう点で、もし具体的に分かれば教えてほ

しいんですけども、この少子化人口対策で市長会

として具体的にどんな要望されてきたのか、そし

てどんな成果を上げてきたのか。 

これからその辺のことを含めて、どういうふう

な方向で市長会を含めて、この問題を進めていこ

うとしてるのか、その辺りのことを市長じゃな



きゃ分からないのでよろしくお願いします。 

○議長（白戸昭司君） 池田市長。 

○市長（池田達雄君） 前田議員の質問にお答

えしたいと存じます。 

分かりやすく言えば、例えば子ども医療費の助

成制度あります。それから学校給食費、それから

保育料の無償化、そういったものがあります。 

これって、実は北斗市がかなり先行してるんで

すね。全国に先駆けてやってる事業なんです。 

特に子ども医療費の無償化というのは、議員

知っているとおり、最初は小学校に入学するまで、

それから小学校卒業するまで、そして中学校を卒

業するまで、高校卒業するまで、そして１８歳ま

で全てというふうなことで、段階を常に北斗市は

これをやってきたわけです、旧上磯町の時代から。 

これは実は全国に先駆けてやっている、こう

いった事例が例えば全国市長会でこういうふうな

ことをやっている町がある。そしてやっぱりこう

いうふうな、子育て支援をきちんとやっていかな

いと、今後、人口減少というのはもう３０年前か

ら言われておりましたんで、これから考えると、

やはり市町村としてこういった取組をしていかな

きゃいけないというふうな、当然そういう声が市

長会で出ます。 

そうすると、実はそこでこの近隣もそうですけ

れども、北斗市はやってるけども、隣の町はやっ

てないというふうなことがあります。そうすると

地域間格差が出てくるわけですね。 

そこで、そうなると市長会において、これは人

口減少に関しては国全体の話です。 

隣の町から北斗市に来ても、全体の人口という

のは増えるわけではなくて、ただ人が移動したと

いうだけですんで、これ市長会として、国が責任

を持って、今、市町村でやってる例えば北斗市が

やってる医療費の助成を、これを国がやってくれ

ることによって、地域間格差がなくなる。 

そういったことで、常に市長会において、国に

要望していくというふうな具体的な運びになりま

すと、例えば北海道の市長会において、北斗市で

はこういったものを全国で取り上げてほしい、こ

ういった課題を取り上げてほしいというような要

望を出します。 

それを北海道の市長会で受入れてもらうと。そ

こから今度は全国の市長会で、それをまた審議し

て、それを市長会として、国に対して物申すとい

うふうなことになります。 

例えば今回の給食費の無償化、これは実はこれ

は市長会で最初に要望したことであります。 

ただ、これは国においては、どっかの政党がこ

れをやりますよとかっていうふうな形で合意をし

たというふうな形になってますけども、実はそれ

以前からかなり前から、市長会ではこれを要望し

てるんですね。 

そういう要望をしてるものに対して、国なり各

政党なりがそういったものを今度公約として掲げ

ていく、そういった状況になってるのかなという

ふうに思ってます。 

まずは、この小学校の給食費無償化というのは、

これは一つの成果だというふうに思ってますけど

も、実はここに至るまではかなりの年月がかかっ

てます。 

できれば、先ほど答弁で言ったように、これは

国が責任を持ってきちんとやっていただきたいと

いう思いが私にもありますんで、こういったもの

は、これからも例えば時間がかかろうが、市長会

としてきちんと要望してまいりたいというふうに

思ってございます。 

以上です。 

○議長（白戸昭司君） ６番前田治君。 

○６番（前田治君） 私最初にお話ししました

市長会で苦労されてること分かりました。全国市

長会まで行くのに様々な流れがあるんだってこと

も分かりました、 

先ほど私話した若者が置かれてる、非正規労働、

賃金格差がどんどん広がって、恋愛や結婚、子育

てができない、そういう状況に置かれてる。 

そして、奨学金というローンを抱えて社会に出

てる、この現状というのがやっぱりどう考えても

根本問題だというふうに私は思ってますけども、

そこについてこの問題についての市長会としての、

国に改善を求めるとかっていうそういう動きと

かってのはあるんでしょうか。 

もしあれば、ないのかあるのか含めて教えてい

ただけばと思います。 



○議長（白戸昭司君） 池田市長。 

○市長（池田達雄君） 市長会の中では、当然

そういうふうなものも中にはございます。 

ただ、表現的にそれを一つとしてまとめてるわ

けではなくて、やはり若い人たちが結婚をしやす

い環境をつくってくれとか、それから雇用の拡大

をしてくれとか、そういった今議員がおっしゃっ

たものにつながっていく要望というのは、もうか

なり数え切れないぐらいあります。 

以上です。 

○議長（白戸昭司君） ６番前田治君。 

○６番（前田治君） ぜひ肝心の肝になる部分

について、ぜひ国を動かすように今後奮闘してい

ただければということを切に要望したいと思いま

す。 

ちょっと具体策に入りますけども、総括質疑の

ときに市長が職場や家庭において、男女がともに

働き、ともに子育てできる環境や機運の醸成を図

るという話でしたけども、つまり共に働いて共に

子育てができる環境づくりとして、私目を向ける

必要があるなと思ってるのが、幼児教育の様々な

無償化の話なんですね、 

現在例えば保育料であれば３歳児以降は無償に

なってると。２歳児未満であっても、２人目以降

無償になるとかですね。 

それから預かり保育は保育所に在籍しなければ、 

有料になってしまうとか、給食費は２歳児までは

無償になってないとかですね。 

それから今回、実際に行われるこども誰でも通

園制度、これ自体も有料になるということでいわ

ゆる流れとしては、どっちかというと小さいお子

さん、２歳児以下の子供についてのケアが進んで

る部分もありますけども、なかなかもうちょっと

安心して保護者の人たちが一緒に働いていける環

境、そこについて、市長としてこの４年間の中で、

このことについて目を向けるといいますか、手を

つけるといいますか、そういう考えがあるかどう

か、そこを教えていただければと思います。 

○議長（白戸昭司君） 池田市長。 

○市長（池田達雄君） 例えば先ほど議員おっ

しゃった保育園の無償化の関係ですとか、給食の

関係ですとか、これも全て財源がかかることであ

ります。 

何を優先するかというふうなことになってくる

かと思うんですけども、やれるものであればこれ

やっていきたいというのは、私もそういう思いが

あります。 

ただ、これ１回やって、やっぱり財源が厳しい

からちょっとこれやめようというふうなことにな

ると、これほど逆に迷惑をかけることはないなと

いうふうに思ってますんで、これは慎重に取り組

んでいかなきゃいけない問題だと思ってます。 

それと、私今回選挙で強く言ったのは財政問題

です。この人口減少の中にあって、まちの例えば

人口が減っていっても、水道管の長さと減らない

わけですよね。指導管理も減らないわけですよ。

だけどこれは管理をしていかなきゃいけない。 

そういった部分で人口は少なくなるけどお金は

今までどおりかかっていく。こういう状況の中で、

いかに住民サービス、住民福祉というふうなもの

を維持していくかっていう、大変重要な課題だと

思うんですね。 

それを維持していくためには、財政規律をまず

きちんと押さえておくということ。 

それから、財政推計もこれ毎年見直していかな

きゃいけないということ。 

今、議員おっしゃったように、全ての福祉、住

民サービスというようなものをやれるとすれば、

なかなかこれは厳しい状況だというふうに思って

ます。 

先ほど新関議員の質問にもあったんですけども、

そうしたら、どこを削るというか、やっぱり何か

をスクラップしていかないと、なかなか新たなも

のには取り組めないというふうなものもあります。 

それと、市政執行方針でも毎回言ってますけど

も、事業の選択と集中、これを確実に行っていく。 

そういうことによって、例えば今議員がおっ

しゃったようなサービスが可能であれば、これは

手はかけていきます。 

ただ、今言ったように、そこは慎重であるべき

というふうに思ってございます。 

以上です。 

○議長（白戸昭司君） ６番前田治君。 

○６番（前田治君） 市長の言われることは十



分分かった上での質問です。 

なぜかというと、我々議員というのは執行権が

あるわけじゃないですから、市民の声を切実な要

望をこの議会で伝えて、様々な声の中から住民の

代表である議員が様々な住民の声を聞かれ、ここ

で訴えさせてもらって、その中で市長が様々な状

況の中で選択しながら、やられるということです

から、私は何でもかんでもやれっていう意味では

なくて、こういう声があって、そういうことでい

けば、ぜひ考えて進めていただきたいという立場

でのお話だったことを理解頂きたいと思います。 

よく分かりましたので、この質問はこれで終わ

らせていただきます。 

次に茂辺地地区における、津波災害時のことで

すけども、先ほどちょっと聞き逃したかもしれま

せんけど、鮭見橋と矢不来天満宮の旧道の間にあ

る斜面ですね。 

あの斜面というのは、誰の土地なのかっていう

ことを教えていただけないでしょうか。 

○議長（白戸昭司君） 前澤総務課長。 

○総務課長（前澤正毅君） 前田議員の御質問

にお答えいたします。 

鮭見橋を渡ってから矢不来天満宮の正面に出る

までの法面というか斜面でございますが、こちら

については北海道が管理する河川敷地となってお

ります。 

以上でございます。 

○議長（白戸昭司君） ６番前田治君。 

○６番（前田治君） あそこ、鮭見橋が相当、

何十年前からでしょうかね、鮭見橋ってありまし

たよね。 

現在も建てかえるか何かした跡ありますから、

前は赤い橋だったかなというふうに記憶してるけ

ども、何十年前からあって、その当時からあの橋

を渡ってそして天満宮に行くのに、斜面を、道路

がどなたがつくったのか、そこをもし分かれば教

えていただきたいくらいなんですけども。 

結構しっかりした道路なんですよ。私も若い頃

はあそこを使って、新年のお参りとかによく行っ

たのですけども、以前は町内会の人たちとか神社

の人たちが草刈りをしたり、路面を補修したりと

かやっていたんですけども、高齢化になって、そ

れができなくなってしまって現在に至ってると。 

先日、雪が解けたので上がってみたら、まだ地

盤はしっかりしてます。 

ただ、問題は周りのポールといいますかね、鉄

棒が倒れたりしたり、夏になると草が生い茂るも

んですから、非常に行きづらくなったりとか、冬

は雪が積もって行けなくなったりとかっていう、

そういう状態が起きるんですけども。 

やはり避難路っていうのは、市の指定してる避

難路はあると思うんですけども、現実にはあそこ、

実際に地震が起きて、いざ逃げなきゃ駄目だって

なったときに相当の数の人たちがやっぱり鮭見橋

を使うはずなんですよ。 

指定していなくてもそれが最短ですから、高齢

者にとっては大きな茂辺地橋ですか、そこを歩い

て回るというのは、これはもうよほど大変なこと

です。 

歩いている間に津波来てしまうということを考

えちゃうと、多少危険でも鮭見橋渡るんですよ。 

それなのに、指定避難路じゃないからそっちを

使わないようにっていうのは、それは酷じゃない

でしょうか。 

１分１秒を争う避難してるときに、避難路じゃ

ないから向こうへ下っていうのはこれちょっと違

うと思います。 

やっぱり現に最短距離の、そこが実際上れる坂

があるわけですから、そこをもう地元の人たちが

できなくなった補修を市のほうでやっていただく

ぐらいのことは、これやっていただいていいん

じゃないかと思うんですけども、それでもできな

いもんでしょうかね。 

○議長（白戸昭司君） 前澤総務課長。 

○総務課長（前澤正毅君） 前田議員の御質問

にお答えいたします。 

まず一番最初のほうで誰がつくったものかとい

う部分もございましたけれども、正直市のほうで

も、どのような過程であれが整備されたのかとい

うのは承知していないというのが現状でございま

す。 

その上で避難路として活用できないのか、その

ための維持管理を市のほうでということでござい

ますが、市としてハザードマップに避難路を明記



する以上、原則としては市道、道道、こういった

公の道路、公道であることというふうにしており

ます。 

先ほど申しましたようにこちらの場所は北海道

が管理する河川敷地でございまして、いわゆる道

路ではございません。 

ということで我々としましては、先ほど市長の

答弁でも申し上げましたとおり、遠回りとなりま

すが、茂辺地橋のほうを通っての避難路という形

で設定されてさせていただいております。 

また、津波による避難ということでの今の御質

問ですが、津波の前には地震も発生します。地震

が発生しますと土砂災害というようなリスクもあ

わせて発生いたします。 

こちらのほう天満宮に上る場所については、こ

ちらのほうでも現地確認させていただいておりま

す。前田議員のほうからは地盤はしっかりしてい

るというような御指摘でございましたが、それな

りの勾配もある場所でございますので、そういっ

た土砂災害等的な部分という安全性も考慮すると、

市としましては、茂辺地橋を通っての避難路とい

うことで設定させていただいております。 

また、茂辺地地区につきましては、天満宮です

とか反対側の高台のほうのルートもございますけ

れども、水平避難によって浸水想定区域外へ避難

することもできますので、そういった複数のルー

トがございますので、そういった中で避難してい

ただきたいというふうに考えております。 

以上でございます。 

○議長（白戸昭司君） ６番前田治君。 

○６番（前田治君） はい、分かりました。 

残念ですが、といいますか私は命を守るという

立場から市の土地じゃないからとか何とかってい

うことはよそにおいて、まず命を守るための最善

の努力をしていただきたいと、そういうことの立

場で質問させていただきましたのでぜひ検討して

いただきたいと。さらに検討していただきたいと

いうことを強く要望します。 

次に、３点目ですね。学校給食の関係です。 

先ほどのお話で、国から５，２００円の１１か

月分と。ところが市のほうで５，３５６円かかっ

てるんだと。 

この差額については、市のほうで負担して保護

者には負担を求めないということもいただきまし

たし、それから昨日の教育執行方針の中でも一部

保護者のほうから心配が出てるのがありましたね。 

国から単価示されれば、結果としては食材の内

容を下げられてしまうんじゃないかっていう、そ

ういう心配の声も実は来てたんです。私のほうに

も来てました。 

ただ、昨日の教育長の執行方針の中で、それは

しないとしっかりと質も量も確保するということ

も、力強いお話もありましたんで、これは実に安

心しているところであります。 

そこでお聞きしたいのは中学校、先ほど国と道

が２分の１ずつ、この財源負担するってことです

から、ここに関しての自治体の負担というのはな

いということで、改めて確認したいんですけども、

どうでしょうか。 

○議長（白戸昭司君） 加藤学校給食共同調理

場所長。 

○学校給食共同調理場所長（加藤聡君） 前田

議員の御質問にお答えいたします。 

国のほうで定められた５，２００円と、北斗市

４，９１０円ですけど、これ１１か月換算の５，

３５６円、この金額の差が実際に発生するわけな

んですけども、そちらのほうを市のほうで負担す

るということで、この後、予算のほうで計上して

おりますので、よろしくお願いします。 

○議長（白戸昭司君） 山田教育次長。 

○教育次長（山田敬冶君） 前田議員の御質問

にお答えいたします。 

今の給食センター所長の答弁に補足させていた

だきますけれども、国のほうからの５，２００円、

年額の５万７，２００円、これに関してはあくま

でも国と道で負担するということですので、市の

負担はございません、 

超過した分に関しては市のほうで負担するとい

うことになってございます。 

以上でございます。 

○議長（白戸昭司君） ６番前田治君。 

○６番（前田治君） 小学校のほうの実際に４

月から実施は分かりましたけども、中学校のほう

については、現在、どんなあんばいなのか、動き



が分かれば教えていただきたいと思うんですけど

も。 

○議長（白戸昭司君） 加藤学校給食共同調理

場所長。 

○学校給食共同調理場所長（加藤聡君） 前田

議員の御質問にお答えいたします。 

現時点では、導入時期については明確にされて

いないというのが現状でございます。 

○議長（白戸昭司君） ６番前田治君。 

○６番（前田治君） １年でも早く中学校も実

施できるように、教育委員会の立場としても、ぜ

ひ要望をしていただければと思います。 

１２月の臨時会のときに、重点支援地方交付金

の令和８年度の実施予定の経済対策約１億４，５

００万円。このうち、１億２，０００万円をその

とき保育所や中学校の学校給食無償化の財源に充

てるというふうな説明があり、資料も出てきまし

た、 

ちょっと私はあのとき驚いたんですね。なぜそ

うなっちゃうのかって。 

あれは国から、市民の大変な暮らしを少しでも

改善するというか、そういうために出されたお金

なのに、間接的には分かりますけども、もっと直

接的な前向きな財政措置をしてほしいということ

で、私は求めました。 

そういう私主張したんですけども、そのあとこ

ないだの会派協議のときに、それを取りやめて、 

水道料金と下水道料金の使用料の３か月間の延長

に回すということで、非常にほっとしたんですけ

ども、私疑問なのが、なぜ最初からそういう手を

打たなかったのか。 

つまり給食費も当時施策で出したときは、財政

的な裏づけといいますか、見通しをちゃんと持っ

てやってるはずなんですね。 

どうしてそういう形になったのか、市長の政策

としては、クエスチョンを私感じたんですけども、

その後、当時のそうしようとしたいきさつと今回

切替えた理由、そこをおっしゃっていただけない

でしょうか。 

○議長（白戸昭司君） 嶋村財政課長。 

○財政課長（嶋村圭介君） 前田議員の御質問

にお答え申し上げます。 

まず１２月２４日の臨時会の中で、あくまで予

定という形ではございますが、中学校給食費の無

償化に６，００９万３，０００円、あと保育所等

の給食費無償化に５，９９２万６，０００円を重

点支援地方交付金を活用させていただく、あくま

で予定という形で、予算に関する資料という形で

お示ししたところでございます。 

当時につきましては、まだ国ですとか道でやる

経済対策見えない中での事業の選定ということで

したので、その時点で考えられる事業ということ

で、こちらお示しさせていただいたところでござ

います。 

その後予算編成進んでいく中で、中学校、保育

所等の給食費無償化につきましては、一般財源で

対応できるめどがついたというところでございま

したので、こちらのほうには、重点交付金、充当

することなく、その代わりに経済対策という形で

水道料金と下水道料金の免除、３か月間の延長と

いうことに活用させていただくという形になった

ところでございます。 

以上でございます。 

○議長（白戸昭司君） ６番前田治君。 

○６番（前田治君） であるならば、その時点

でもっと状況を見ながら、財政の活用をしていく

とかっていうことでとどめておいておいたほうが

よかったんじゃないでしょうか。 

そうじゃないとちょっとした不安といいますか、

疑問がやっぱり生じてきちゃうので、なかったほ

うがいいんじゃないかなというふうに私個人的に

思いましたし、ぜひそういう取組にですね充てて

いただくということを、今後の問題としても、ぜ

ひそういうふうにしていただければなということ

を主張しまして、質問を終わらせていただきま

す。 

○議長（白戸昭司君） １０番仲村千鶴子君。 

○１０番（仲村千鶴子君） －登壇－ 

それでは、通告に従いまして、質問させていた

だきます。 

１ 肺炎予防対策に関する件。 

令和６年第４回定例会において、ＲＳウイルス

感染症予防策に関する質問をさせていただき、「

国の安全性・有効性などの検討状況や他市町村の



動向を注視し、助成の必要性などを見極めて対応

を検討してまいりたい」との答弁をいただきまし

た。 

うれしいことに令和８年４月から、妊婦向けの

ＲＳウイルスワクチン（アブリスボ）が公費で受

けられる「定期接種」となる方針が打ち出されま

した。 

一方、高齢者の場合、慢性肺疾患、慢性心疾患

、腎機能障害、糖尿病などの基礎疾患を持つ方が

多く、加齢による免疫低下によってＲＳウイルス

に感染しやすくなります。 

日本では、６０歳以上の高齢者におけるＲＳウ

イルス感染症の年間の患者数は１００万人以上と

推計されております。 

基礎疾患を持つ高齢者の健康を守り、医療費の

削減になると考えますが、市としてのお考えを伺

います。 

○議長（白戸昭司君） 池田市長。 

○市長（池田達雄君） －登壇－ 

仲村議員の御質問にお答え申し上げたいと存じ

ます。 

 肺炎予防対策に関する件についてでございます

が、御質問にございます、ＲＳウイルス感染症は、

呼吸器感染症であり、多くは風邪と同様の症状の

みで自然に軽快すると言われておりますが、乳児

や慢性呼吸器疾患等の基礎疾患を有する高齢者に

おいては、重症化のリスクが高くなる疾患でござ

います。 

当該疾患に関しましては、令和６年３月より、

国の厚生科学審議会において、小児及び高齢者の

予防について審議されておりますが、これまで、

先行して小児の予防に関する検討が進められてお

り、仲村議員の御指摘のとおり、本年４月から、

妊婦への接種により、新生児に免疫を付与する母

子免疫ワクチンの定期接種化が決定したところで

ございます。 

高齢者の予防に関しましては、全国的な発生動

向や重症化に関する知見等の疾病負荷に関する情

報が少ない現状を踏まえ、現在、調査が継続され

ている段階であると承知しております。 

御質問の、高齢者のＲＳウイルス感染症の予防

に関する考えについてでございますが、高齢者の

皆様の健康を維持するためには、ご自身での日常

的な感染予防への取組が、最も重要であると考え

ております。 

現在、ＲＳウイルス感染症をはじめとした呼吸

器に関する感染症について、基本的な予防対策や

流行に関する情報等を市のホームページに掲載す

るほか、保健師が地域の老人クラブやサロン等を

訪問する機会に、直接、高齢者の方に周知・啓発

を実施しておりますので、今後も状況に応じた注

意喚起を継続し、高齢者の皆様への感染予防を促

進してまいります。 

また、高齢者への予防接種につきましては、現

在、国の審議会において定期接種化の調査・検討

が進められている段階であり、審議には時間を要

するものと考えられますが、引き続き審議会の動

向を注視し、必要な対応を検討してまいります。 

以上で、仲村議員の御質問に対するお答えとい

たします。 

○議長（白戸昭司君） １０番仲村千鶴子君。 

○１０番（仲村千鶴子君） 再質問させていた

だきます。 

まず初めに、令和８年度において４月から妊婦

向けのＲＳウイルスワクチンが公費で受けられる

定期接種となりました。当市においても、令和８

年度予算に計上されております。 

本来であれば、予算審査特別委員会で質問すべ

きことではあると思うのですけれども、一般質問

とちょっとかぶってしまいましたので、ここで再

質問を少しさせていただきます。 

まず定期接種に向けての準備についてお伺いし

ます。 

対象者妊婦２８週から３６週６日までの妊婦へ

の通知や実施体制の整備、また、円滑な導入に向

けた具体的なスケジュールをお伺いいたします。 

○議長（白戸昭司君） 竹内子育て支援課長。

○子育て支援課長（竹内直樹君） 仲村議員の

御質問にお答えいたします。 

こちら来年４月から導入されるということで、

今、準備を進めているところでございます。 

対象者でございますが、令和８年度の対象とい

たしましては、２１０人の妊婦を想定していると

ころでございます。 



そしてこちらの方に、随時対象の年齢になった

際に、直接、通知をするような形です。 

来年と言っていましたが、令和８年度でござい

ます。申し訳ございません。 

併せて、ホームページのほうには、今、アップ

したところで、子育てアプリ等で周知、ＲＳウイ

ルスワクチンが定期接種化になったという部分を

周知してまいりたいというふうに考えているとこ

ろでございます。 

実施体制のほうではございますが、こちらのほ

うは、函館医師会、渡島医師会と、集合契約をし

て実施するという体制になってございます。 

以上でございます。 

○議長（白戸昭司君） １０番仲村千鶴子君。 

○１０番（仲村千鶴子君） 大体分かりまし

た。２１０名の妊婦さん。これ、今回の対象者の

人数ですよね。要するに妊娠２８週から３６週６

日までの対象者の方が２１０名ということの確認

でよろしかったでしょうか。 

○議長（白戸昭司君） 竹内子育て支援課長。

○子育て支援課長（竹内直樹君） 仲村議員の

御質問にお答えいたします。 

対象者は年間を通じて、１年間の妊婦の数とい

うような形で、今現在、例えばそこの部分で２８

週から３６週までという方は、その分の人数とい

う形になりますので、この２８週が訪れる前に個

別で通知して、案内していくという流れになって

ございます。 

以上でございます。 

○議長（白戸昭司君） １０番仲村千鶴子君。 

○１０番（仲村千鶴子君） 今回の予算で少し

計上されているようなんですけれども、１回の接

種助成金は幾らになりますか。 

○議長（白戸昭司君） 竹内子育て支援課長。

○子育て支援課長（竹内直樹君） 仲村議員の

御質問にお答えいたします。 

委託単価のほうが、現在、国で示されている金

額では、３万９０円という形になってございま

す。医師会との契約は今後これからになりますの

で、恐らくこの金額で進んでいく形になるという

ふうに思ってございます。 

以上でございます。 

○議長（白戸昭司君） １０番仲村千鶴子君。 

○１０番（仲村千鶴子君） ありがとうござい

ます。 

ぜひ１人でも多くの方が接種できるように頑

張っていただきたいなということを思います。 

今までですけれども、母子免疫ワクチンの国内

の接種率が非常に低くって、１１．６％にとど

まっているんですね。赤ちゃんの重症化を防ぐた

めの有効性や安全性について、もしあれでした

ら、母子手帳交付のときに活用して、今後正しい

周知をしたほうがよろしいのではないかなと思う

のですけれどもその辺のお考えはいかがでしょう

か。 

○議長（白戸昭司君） 竹内子育て支援課長。

○子育て支援課長（竹内直樹君） 仲村議員の

御質問にお答えいたします。 

妊娠届出のときに予防接種に関しての案内、そ

してこちらの部分についても勧めしていくような

形でいきたいと思います。併せて、チラシ的なも

のも、今現在、国のほうから来て、そちらのほう

も周知していくような形の材料になると思ってい

ますので、そういったものも活用しながら進めて

いきたいと考えているところでございます。 

以上でございます。 

○議長（白戸昭司君） １０番仲村千鶴子君。 

○１０番（仲村千鶴子君） ありがとうござい

ます。 

ぜひ、チラシ等も窓口に置いて、皆さんの目の

届くようなところに配置をして、少しでも多くの

方がそういう感染症の理解が深まるようによろし

くお願いしたいなと思います。 

次の質問に移ります。 

高齢者の方のＲＳワクチンの直接の要望で、私

も今回、質問をさせていただきました。 

前回確かにホームページにも載っていました

し、各保健師が、そういう高齢者の会合に出向い

ていろいろ感染症の話をなさっているということ

で、それは大変よろしいことではないかなと思い

ながら市長の答弁を伺っておりました。 

確かに市長の答弁にもありましたように、高齢

者の重症化予防と負担軽減について、まず伺うの

ですが、令和６年第４回定例会において、令和５



年度の肺炎球菌ワクチンの接種率が１４％で、イ

ンフルエンザワクチンの接種率が５０．１％とい

う答弁がありました。令和６年度、そしてまた今

年度の現在、確認した範囲でよろしいですので、

肺炎球菌のワクチンの接種率と、それからインフ

ルエンザの接種率の状況を伺います。 

○議長（白戸昭司君） 池田保健福祉課長。 

○保健福祉課長（池田貴史君） 仲村議員の御

質問にお答えいたします。 

まず高齢者のインフルエンザの予防接種の関係

なんですけども、こちらへと令和６年度につきま

しては４５．５％。 

続きまして、令和７年度、こちらが接種期間、

昨年の１２月末で終了しておりまして、こちらの

接種率が４５．９４％というふうになってござい

ます。 

併せまして、高齢者の肺炎球菌の定期予防接種

の関係でございますが、こちら令和６年度につき

ましては、２２．９８％。 

併せて令和７年度につきましては、まだ現在実

施中ではございますが、１月末の時点でいきます

と、１８．０６％というふうになってございま

す。 

以上でございます。 

○議長（白戸昭司君） １０番仲村千鶴子君。 

○１０番（仲村千鶴子君） ４５．５％と４

５．９４％、これインフルエンザですよね。 

令和５年度に比べたら肺炎球菌のワクチンは若

干伸びたのでよろしいなと思ったんですけれど

も、それにしてもまだまだ、インフルエンザの予

防に比べたら、半分以下なんですけど、その要因

というのはどういうふうにお考えでしょうか。 

○議長（白戸昭司君） 池田保健福祉課長。 

○保健福祉課長（池田貴史君） 仲村議員の御

質問にお答えいたします。 

まず、肺炎球菌の定期接種の対象者ということ

でまいりますと、令和６年度からですね、６５歳

に到達される方ということで、それ以前は、経過

措置、国のほうで導入しておりまして、６５歳も

そうなんですけども、５歳刻みの方たちも対象に

なっていたというところで、６年度からは６５歳

のみというふうになったところでございまして、

こちらの接種率につきましては、対象になる時期

に、誕生日迎えられる辺りにうちのほうから直接

個別のお知らせというのを送らせていただいてい

る中で、こういった接種状況という状態ではござ

います。 

こちらの要因としましては、やはり６５歳とい

う年代になりますと、まだ現役でお勤めを続けて

いたり、健康状態に不安がないといった方なりが

たくさんいらっしゃる年代かというふうに承知し

ておりますが、そういった中で、なかなか予防接

種の必要性というところまで至らない方もいらっ

しゃる状況なのかなというふうには考えておりま

す。 

以上でございます。 

○議長（白戸昭司君） １０番仲村千鶴子君。 

○１０番（仲村千鶴子君） 今の答弁、現実は

そうかなって思います。 

私も７０代に突入しましたので、６０代の頃と

いうのは、私も１回受けていましたけれども肺炎

球菌のワクチン、実際のところしてないんです

ね。 

今の課長の答弁だと、確かにそのとおりだな

と、まだ６０代で元気だと、そういうワクチンを

打とうという、そういう気持ちは実際のところ、

私個人はないんですけれども、でもそれじゃ駄目

なんですよね本当はね。 

それで、肺炎球菌ワクチンとＲＳワクチンは、

どちらも、肺炎が原因となる病原体を防ぐもので

すけれども、対象となる病原体は細菌かウイル

ス、なんですね。特にＲＳウイルスに感染すると

４日から５日の潜伏期間を経て症状が見られる。 

特に高齢者疾患のある方は、重篤な症状につな

がる場合があるとされているということですね。 

もちろん予防接種費用も１回３万円以上という

ことで、大変高齢者の皆さんにとっては、私もそ

うなんですが、大きな金額でなかなかこれで自己

負担で３万円もするような、そういう予防接種を

受けるっていう気には、やっぱりなかなか難しい

のかなって思います。 

今、市長の答弁でもいろいろ国だとか、そうい

うやっているって言うのですけれども、もう一度

伺います。多分答弁としては同じような答弁が来



るのかなと思うんですけど、すいません、もう一

歩踏み込んだ答弁をいただきたいんですけど、よ

ろしくお願いいたします。 

○議長（白戸昭司君） 池田保健福祉課長。 

○保健福祉課長（池田貴史君） 仲村議員の御

質問にお答えいたします。 

市長の答弁でも申し上げましたとおり、国のほ

うの審議会においても、なかなかこのＲＳウイル

スについて、高齢者、乳幼児のほうはですねある

程度の知見というのがあった状態の中で議論がス

タートしたと伺っておりますが、高齢者に関しま

しては、重症化の例えば割合ですとか発生件数、

今の推計値として国際的な研究結果に基づいた推

計値というのは公表されておりますが、国内での

なかなかそういった重症化の割合ですとか、そう

いったところまでなかなか情報がないといったと

ころで我々も専門的な部分なものですから、市町

村としての判断がもうなかなか難しい部分だとい

うふうには認識しておりまして、やはりこういっ

た部分から国のほうでの必要性と申しましょう

か、そういうところの審議の結果を見据えて、注

視しながら我々の対応も考えていかなければなら

ないのかなというふうには考えております。 

以上でございます。 

○議長（白戸昭司君） １０番仲村千鶴子君。 

○１０番（仲村千鶴子君） 期待どおりの答弁

でないので、ちょっと残念なんですけれども、で

も理解は少しできますけど、とにかく１日１００

万人以上の方が出ているっていう推計。全国で

ね、１日１００万人以上の方がかかってるってい

うそういう推計も出てますので、しっかりとその

辺を捉えながら、なお一層検討をしていただきた

いなと思います。 

この間の会派説明の中で医療助成の制度終了に

ついてということはちょっと御説明がありまし

た。そこのところで４番に給付から予防へという

ことで健康寿命の延伸というのがありました。 

市長もさきに述べた議員のほうからも、予防、

延命が大事なんだということをお話しされまし

た。私もそのとおりだと思います。 

ここに書いてあるのは、健康づくりや予防に重

点を置いた政策を進めることで、市民の健康増進

を目指し、健康的な生活を心がけることで、通院

や治療にかかる医療費や時間的コストを削減する

ことにより、生涯自分らしい生活を送っていただ

きたいと考えておりますと。本当にそのとおりだ

と思います。 

なので、最終的な私の要望としては、１日も早

く真剣に考えていただいて、北斗市最先端で、Ｒ

Ｓワクチンの高齢者の予防、公費助成をお願いし

たいなってそのように思っております。 

ちなみに、ちょっと調べてみました。 

今回妊産婦のＲＳワクチンは定期接種になりま

したので、問題ないんですけども、この高齢者に

対する接種費用に対して独自で助成を行っている

町があります。 

北海道は町村なんですね。人口の比較的少ない

ところでやっているんですけど、うちの町と

ちょっと似ている町がありまして、そこは石川県

のかほく市っていう町なんですね。ここは人口が

３万６，０００人ちょっとで、高齢者率が２８．

５％、うちは人口４万３，０００人で、高齢者率

が３１．４％で、ちょっと石川県のほうが低いん

ですが、ちょっと似たりよったりのまちなのか

なって、そこは、高齢者を対象とするＲＳワクチ

ンの接種の助成を行っているんですね。だからそ

ういうところもちょっと参考にしながら、国、確

かに国なんですけれども、やっぱりさっき、給付

より予防っていうことで、高齢者の皆さんが本当

に元気で長生きできるような、そういうまちづく

りを目指しているんであれば、やっぱりそこんと

ころも、国っていうことではなくて、まず、うち

でできることから、ちょっと考えてほしいという

のが、私の要望でございますので、ぜひ、市長、 

考えていただいて、よろしくお願いしたいなと思

います。 

以上で質問を終わります。 

 


